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　1 月 12 日から勝負事のお供、そし
て受験生のお守りとして、ＪＡ福岡
勝山採れたて市場に並んだ「勝山米」。
今年度から販売を始めましたが、以前
からお客さんに勝山米の「勝」という
文字は縁起が良く、「験

げん

を担ぐために勝山米をお守りとして販売し
てください」と要望があったそうです。
　ＪＡ福岡勝山採れたて市場店長の宮下浩一さんは「勝負事への必
勝祈願米です。受験生のみなさんにもぜひ、身につけてほしいです
ね」と語っていました。
　お米は正八幡宮でお祓いを受けています。
　詳しくはＪＡ福岡勝山採れたて市場（☎ 32・2931）まで

（左は吉田大佑さん、右が宮下浩一店長）

調　査　報　告　書
議会不納欠損処理調査特別委員会の調査報告を受けて

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
か
ら
町
政
運
営
に

関
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
み
な
さ
ま
も
報
道
な
ど

で
ご
承
知
の
と
お
り
、
合
併
前
の

旧
３
町
で
行
っ
た
不
納
欠
損
処
理

に
関
し
て
、
そ
の
手
続
き
の
適
否

と
事
務
処
理
の
厳
格
性
が
昨
年

来
、問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
の
究
明
の
た
め
に
昨

年
７
月
、
議
会
内
に
15
人
の
委
員

に
よ
る
「
み
や
こ
町
議
会
不
納
欠

損
処
理
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
、
極
め
て
厳
格
に
調
査
が

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年

12
月
22
日
付
の
調
査
結
果
を
ま
と

め
た
報
告
書
の
中
で
多
く
の
ご
指

摘
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
、
改
め
て
こ

の
度
の
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
心

配
を
お
か
け
し
た
こ
と
、
あ
る
い

は
、
納
税
事
務
処
理
な
ど
に
関
し

て
不
信
感
を
与
え
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
納
税
は
行

政
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

納
税
な
く
し
て
行
政
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
故
に
そ
の
徴
収
に
つ
き

ま
し
て
は
、
公
平
公
正
で
あ
ら
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
如
何
な
る
税
金

も
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
当

然
で
あ
り
、
安
易
に
滞
納
を
容
認

す
る
よ
う
な
事
務
処
理
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
滞
納
処
分
な

ど
は
法
令
に
基
づ
き
慎
重
に
事

務
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

こ
の
度
の
問
題
の
内
容
と
調
査

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
報
告
書

の
中
で
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
改
め
て
申
し
上
げ
ま
せ
ん

が
、
今
回
の
欠
損
処
理
、
あ
る
い

は
、
そ
の
後
の
事
務
処
理
に
つ
い

て
は
、
も
う
少
し
丁
寧
に
行
う
べ

き
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
指
摘
さ
れ
た
各
々
の

問
題
点
や
改
善
点
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
機
構
改
革
の
中
で
、
早
急

に
徴
収
専
門
部
署
を
創
設
す
る
と

と
も
に
、
職
員
の
更
な
る
資
質
向

上
に
努
め
、
徴
収
体
制
の
強
化
に

取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

こ
の
度
の
調
査
で
は
、
単
に
旧

３
町
の
不
納
欠
損
処
理
の
適
否
と

い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、
個
人
情

報
保
護
や
政
治
倫
理
な
ど
に
関
し

て
も
問
題
提
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
今
後
検

討
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

こ
の
度
の
一
連
の
問
題
を
厳
粛
に

受
け
止
め
、
反
省
す
べ
き
事
項
は

早
急
に
改
善
す
る
こ
と
を
お
約
束

い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民

の
代
弁
者
と
し
て
真
相
の
究
明
に

あ
た
ら
れ
た
議
会
不
納
欠
損
処
理

調
査
特
別
委
員
の
み
な
さ
ま
の
取

り
組
み
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
の
町
政
に
つ
き
ま
し
て
何
卒
、

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

み
や
こ
町
長　

白
石　

春
夫

↑平成 18 年 7 月 1 日に旧 3 町（犀川町・勝山町・豊津町）
の不納欠損の処理について、町民のみなさんに配布された「み
やこ町（旧 3 町）の滞納税不納欠損処理について」
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町
民
の
み
な
さ
ん
に
何
か
と
不
安
や
不
信
を
抱
か
せ
た
税
の
不
納
欠
損
処
理
問
題
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
昨
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
実
態
の
解
明
と
調
査
に
取
り
組
ん
で
参
り
、
先
の
12
月
議
会
に
お
い
て
調
査
報
告

書
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
そ
の
概
要
（
抜
す
い
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
わ
か
り
や
す
く
、
平
易
な

表
現
に
直
し
、
難
し
い
行
政
用
語
に
は
注
釈
を
つ
け
て
い
ま
す
）。
な
お
、
報
告
書
の

全
文
と
添
付
資
料
一
式
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
の
で
、
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
ご
入
り
用

で
あ
れ
ば
、
コ
ピ
ー
を
お
渡
し
す
る
こ
と
で
き
ま
す
（
町
の
規
定
に
よ
り
有
料
で
す
）。

議
会
不
納
欠
損
処
理
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

浦
橋
忠
義

特
別
委
員
会
設
置
の
背
景

  

平
成
18
年
６
月
１
日
付
け
、
某
新

聞
の
社
会
面
の
ト
ッ
プ
に
「
み
や

こ
町　

滞
納
税
７
０
０
０
万
円
帳

消
し 

旧
３
町
長　

合
併
直
前
に
決

裁
」
と
の
見
出
し
で
旧
３
町
長
が

合
併
前
に
処
分
し
た
税
の
不
納
欠

損
処
理
の
実
態
が
大
き
く
報
道
さ

れ
、
広
く
町
民
の
知
る
と
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た
。

　

税
の
不
納
欠
損
処
理
は
、
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
り
、
一
定
の
要

件
が
あ
れ
ば
、
地
方
公
共
団
体
の

長
の
行
政
執
行
権
に
お
い
て
で
き

る
行
為
で
あ
り
ま
す
。

   

し
か
し
な
が
ら
、今
回
の
処
分
は
、

件
数
、
金
額
と
も
に
通
常
の
想
定

以
上
の
も
の
で
あ
り
、
合
併
を
前

に
し
た
「
駆
け
込
み
処
分
」
と
と

ら
え
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
町
民
の
納
税

意
識
の
低
下
は
も
と
よ
り
行
政
そ

の
も
の
へ
の
不
信
に
つ
な
が
り
、

多
く
の
町
民
の
間
に
、
手
続
き
が

適
正
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
事
務

処
理
は
ち
ゃ
ん
と
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
究
明
す
べ
き
と
い
う
声
が
日

増
し
に
高
ま
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

特
別
委
員
会
の
設
置

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、

議
会
と
し
て
も
何
ら
か
の
行
動
、

権
限
を
行
使
す
べ
き
と
の
声
が
あ

り
、
昨
年
の
６
月
定
例
議
会
に
お

い
て
、
不
納
欠
損
処
理
調
査
特
別

委
員
会
の
設
置
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
調
査
の
権

限
が
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
７
月
４
日
に
特
別

委
員
会
が
正
式
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

  

な
お
、
委
員
会
の
構
成
は
、
表
６

の
と
お
り
で
す
。

調
査
の
案
件

　

本
特
別
委
員
会
の
調
査
の
案
件

は
、「
平
成
17
年
度
に
お
け
る
税

の
不
納
欠
損
処
理
に
関
す
る
事
項
」

で
す
。

旧
３
町
の
税
の
滞
納
状
況

介
護
保
険
料
を
含
め
、

５
億
１
千
万
円
超
に

　

今
回
、
旧
３
町
の
合
併
前
の

滞
納
額
は
、
下
表
の
と
お
り
、
約

５
億
１
２
０
０
万
円
で
し
た
。

不
納
欠
損
処
理
に

至
る
ま
で
の
経
過
と

最
終
欠
損
処
理
額

　

３
町
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、

17
回
の
税
務
分
科
会
を
開
催
し
、

税
に
関
す
る
諸
問
題
の
協
議
を
重

ね
、
不
納
欠
損
処
理
に
つ
い
て
は
、

「
合
併
前
ま
で
に
検
討
を
行
い
、
処

理
を
行
う
よ
う
に
と
の
こ
と
で
し

た
。」（
税
務
課
長
談
）

　

最
終
的
な
不
納
欠
損
処
理
の
決

裁
が
さ
れ
た
の
は
、
旧
犀
川
町
で

は
、
平
成
18
年
３
月
１
日
。
旧
勝

山
町
で
は
、
平
成
18
年
２
月
27
日
。

旧
豊
津
町
で
は
、
平
成
18
年
２
月

28
日
施
行
予
定
（
決
裁
日
空
白
）。

　

そ
の
後
、
平
成
18
年
３
月
８
日

に
、
対
象
者
を
１
人
減
、
固
定
資

産
税
28
万
８
４
０
０
円
を
減
額
す

る
変
更
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
旧
３
町
が
不
納
欠
損
処

理
し
た
税
目
別
の
件
数
、
金
額
は
、

表
２
の
と
お
り
、
４
回
に
わ
た
り
訂

正
が
さ
れ
、（
紙
面
の
都
合
上
、
途

中
の
修
正
は
省
略
し
て
い
ま
す
）
最

終
的
に
は
、
３
町
合
計
で
、
町
民
税

２
３
０
件
、
１
５
６
０
万
３
２
６
２

円
、
固
定
資
産
税
３
５
０
件
、

９
４
６
万
２
２
１
４
円
、
軽
自
動

車
税
３
３
２
件
、
１
４
０
万
３
千

特別委員会調査報告議会不納欠損処理調査
延べ 20 回、58 時間の調査・分析を行い 多くの改善点を指摘

事務処理に怠慢やあいまいさも

表１　税の滞納状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

表２　不納欠損処理額

当初報告 最終報告
件数 金額（円） 件数 金額（円）

旧
勝
山
町

町民税 91 2,810,850 95 2,838,230
固定資産税 189 4,633,360 189 4,633,360
軽自動車税 127 669,200 127 669,200
国民健康保険税 145 8,829,500 145 8,829,500

合計 552 16,942,910 556 16,970,290
旧
豊
津
町

町民税 136 5,356,900 101 2,430,444
固定資産税 164 5,086,760 121 3,876,020
軽自動車税 235 910,200 164 536,200
国民健康保険税 271 19,575,853 158 11,915,873

合計 806 30,929,713 544 18,758,537
旧
犀
川
町

町民税 34 15,049,640 34 10,334,588
固定資産税 40 952,834 40 952,834
軽自動車税 41 197,600 41 197,600
国民健康保険税 43 4,134,927 43 4,134,927

合計 158 20,335,001 158 15,619,949
旧
三
町
計

町民税 261 23,217,390 230 15,603,262
固定資産税 393 10,672,954 350 9,462,214
軽自動車税 403 1,777,000 332 1,403,000
国民健康保険税 459 32,540,280 346 24,880,300

合計 1,516 68,207,624 1,258 51,348,776

円
、 

国
民
健
康
保
険
税
３
４
６
件
、

２
４
８
８
万
３
０
０
円
と
な
り
、

こ
れ
ら
４
税
を
合
わ
せ
る
と
、
件

数
は
、
１
２
５
８
件
。
金
額
は
、

５
１
３
４
万
８
７
７
６
円
と
な
り
、

当
初
報
告
と
比
較
す
る
と
、
件

数
で
は
２
５
８
件
、
金
額
に
し
て

１
６
８
５
万
８
８
４
８
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

不
納
欠
損
処
理
額
が
４
回
に
わ

た
り
変
更
、
修
正
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
欠
損
処
理
が
極
め
て
安

易
か
つ
ず
さ
ん
で
あ
っ
た
か
の
表

れ
で
あ
り
、
担
当
者
の
事
務
処
理

と
と
も
に
決
裁
権
者
の
決
裁
の
厳

格
性
が
改
め
て
問
わ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

調
査
の
方
法

　

説
明
員
の
出
席
や
個
別
票
の
洗
い

出
し
、
証
人
の
招
致
な
ど
の
方
法

で
よ
り
具
体
的
に
調
査

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
自

治
法
（
以
下
、「
法
」
と
い
い
ま
す
。）

第
１
０
０
条
の
規
定
に
よ
る
関
係

者
の
出
頭
及
び
証
言
、
記
録
の
提

出
な
ど
、
本
特
別
委
員
会
に
与
え

ら
れ
た
方
法
を
採
用
し
、
具
体
的
、

系
統
的
に
進
め
ま
し
た
。
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
に
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
、
問
題

点
に
つ
い
て
は
、
後
述
し
ま
す
。

記
録
及
び
資
料
の
提
出

　

調
査
の
着
眼
点
ご
と
に
関
係
す

る
証
拠
記
録
や
資
料
の
提
出
を
求

め
ま
し
た
。

説
明
員
の
出
席

　

証
拠
記
録
や
資
料
に
つ
い
て
の

詳
細
の
説
明
の
た
め
、
旧
町
の
税

務
課
長
や
関
係
係
員
の
委
員
会
へ

の
出
席
を
求
め
ま
し
た
。

滞
納
者
個
別
票
の
精
査

　

不
納
欠
損
処
理
の
伺
書
の
基
礎

資
料
と
な
る
各
滞
納
者
の
個
別
票

を
す
べ
て
閲
覧
、
洗
い
出
し
を
し
、

不
納
欠
損
処
理
が
合
法
的
に
処
理

さ
れ
て
い
る
か
、
特
に
、
時
効
中

断
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
精
査
を
行
い
ま

し
た
。

証
人
の
招
致
と
尋
問

　

10
月
4
日
、
同
11
日
及
び
11
月

15
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
今
回

の
欠
損
処
理
の
最
終
決
裁
権
者
で

あ
る
、
畑
中
茂
広
旧
豊
津
町
長
、

白
石
春
夫
現
み
や
こ
町
長
、
梅
本

正
旧
勝
山
町
長
の
３
氏
を
証
人
と

し
て
招
致
し
ま
し
た
。
な
お
、
尋

問
記
録
の
抜
す
い
は
、
表
４
の
と

お
り
で
す
。

関
係
上
級
機
関
へ
の
照
会

　

今
回
の
分
析
に
あ
た
り
、
疑

義
や
法
的
解
釈
が
問
題
に
な
っ

た
点
に
つ
い
て
は
、
上
級
機
関

に
口
頭
ま
た
は
書
面
で
照
会
し

ま
し
た
。
11
月
９
日
に
は
、
正
副

委
員
長
と
事
務
局
長
が
直
接
出

向
き
、
指
導
、
助
言
を
仰
ぎ
ま
し

た
。
主
な
助
言
は
次
の
と
お
り
。

①
不
納
欠
損
処
理
の
取
り
扱
い
は
、

税
法
に
基
づ
き
執
行
す
べ
き
。
一

般
的
に
、
時
効
中
断
と
な
る
行
為

( 注 )　介護保険料は、平成 12 年から徴収が始まり、今回の不納欠損処分の対象にはなっていませんが、滞納
状況の把握上必要と思われるので、掲載しています。

区分 町民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税 介護保険料 計

犀川町 24,659,332 26,651,133 2,647,000 41,220,215 2,613,715  97,791,395

勝山町 28,101,310 73,687,029 4,069,150 87,438,440 - 193,295,929
豊津町 33,126,100 86,454,748 6,036,300 91,065,671 4,906,924 221,589,743

計 85,886,742 186,792,910 12,752,450 219,724,326 7,520,639 512,677,067
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明らかになった課題や問題点
資料の分析やより詳しい調査により、

多くの問題点が浮き彫りに

表３　第３回修正分の個別票精査結果

（
１
）
資
料
調
査
と
説
明
員
の
聴
取

に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点

①
３
町
に
共
通
す
る

課
題
、
問
題
点

ア
、
不
納
欠
損
処
理
に
関
す
る
文

書
の
ほ
と
ん
ど
に
、
決
裁
年
月
日

や
施
行
年
月
日
な
ど
重
要
な
箇
所

に
空
白
が
見
ら
れ
る
。
決
裁
の
法

的
効
力
に
疑
義
は
な
い
か
。

イ
、
滞
納
者
の
訪
問
記
録
や
個
別

記
録
が
詳
細
に
残
っ
て
お
ら
ず
、

適
正
な
時
効
中
断
措
置
が
な
さ
れ

た
の
か
、
文
書
保
存
規
程
と
の
整

合
性
は
保
た
れ
た
か
、
な
ど
の
法

的
根
拠
が
曖あ

い
ま
い昧
で
あ
る
。

ウ
、
今
回
の
処
分
に
あ
た
っ
て
、

督
促
状
、
催
告
状
の
発
送
、
訪
問

指
導
な
ど
の
時
効
中
断
措
置
や
差

し
押
さ
え
措
置
な
ど
、
町
と
し
て

の
事
務
処
理
が
ど
の
よ
う
に
さ
れ

そ
の
努
力
の
跡
が
具
体
的
に
判
明

し
な
い
。

エ
、
今
回
、
不
納
欠
損
処
理
の
該

当
者
の
中
に
、
町
政
治
倫
理
条
例

に
規
定
さ
れ
る
者
が
い
た
か
。
い

た
と
す
れ
ば
、
該
当
者
に
対
す
る

徴
収
記
録
な
ど
事
務
処
理
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。

オ
、
委
員
会
の
開
催
の
都
度
、
数

値
の
修
正
、
書
類
の
差
し
替
え
、

抹
消
な
ど
事
務
処
理
の
不
手
際
が

随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
最
終
決
裁

者
と
し
て
、
起
案
文
な
ど
を
精
査
、

確
認
し
て
き
た
の
か
。

カ
、
新
聞
報
道
で
は
、
今
回
の
処

理
に
つ
い
て
の
旧
３
町
長
の
見
解

や
基
本
的
な
考
え
方
に
か
な
り
の

差
が
あ
る
。
合
併
に
向
か
っ
て
同

一
、
共
同
歩
調
を
と
っ
て
き
た
は

ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
よ
い
の
か
。

キ
、
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
、

こ
れ
だ
け
重
要
な
処
理
が
さ
れ
て

い
る
が
、
徴
収
猶
予
な
ど
の
税
制

上
の
措
置
が
ど
う
と
ら
れ
た
の
か

曖あ
い
ま
い昧
で
あ
る
。
徴
収
に
関
す
る
具

体
的
な
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
提
示

す
べ
き
で
あ
る
。

ク
、・
欠
損
処
理
さ
れ
た
者
の
氏
名

は
、
全
員
公
表
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

・
公
表
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
を
勘
案
す
べ
き
で
あ
る
が
、
政

治
倫
理
条
例
の
対
象
者
（
公
職
に

あ
る
者
、
ま
た
は
あ
っ
た
者
）
の

氏
名
は
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

ケ
、
本
人
死
亡
後
の
相
続
人
ま
た

は
納
税
管
理
者
に
対
す
る
納
税
指

導
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
き
た

か
。

コ
、
合
併
に
至
る
ま
で
の
旧
町
ご

と
の
税
目
別
滞
納
状
況
の
把
握
は
、

的
確
に
さ
れ
て
い
た
か
。

・
昭
和
56
年
か
ら
平
成
６
年
に
至
る

ま
で
の
滞
納
簿
の
整
理
は
、
完
全

に
で
き
て
い
た
か
。

・
合
併
時
点
で
の
町
ご
と
、
税
目
ご

と
の
滞
納
額
の
把
握
は
、
で
き
て

い
た
か
。

②
旧
町
個
別
の
問
題
点
な
ど

（
旧
犀
川
町
の
問
題
点
）

固
定
資
産
税
に
お
い
て
納
税
管
理

人
な
ど
の
事
務
手
続
き
は
的
確
に

行
わ
れ
て
い
た
か
。
ま
た
、
動
産
、

不
動
産
の
調
査
、
確
認
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
た
の
か
。

証言記録（要旨）
表 4-1（１）畑中茂広証人　

NO 基本尋問項目【上】 証言（要旨）【下】

１ 本年 3 月に執行した不納欠損処分をどう考え
ているか。

地方自治法や旧豊津町の取り扱い規程に基づ
いて行ったものと認識している。ただ、町民、
議会、執行部当局、善良な納税者に不信と心
配をおかけしたことは、当時の執行者として
深くお詫びをしたい。

２ 「合併後、新町に迷惑をかけたくなかった」と
新聞報道がされたがどういう気持だったのか。

合併は、半世紀に一度の大事業である。当時
の町長として、合併前のさまざまな問題を解
決していくということを町民に約束をしてい
る。「いろいろな事務の積み残しはしない。解
決していく。」という意味を申し上げたつもり
である。

３ 一旦不納欠損処分したものを撤回、変更して
いるが、どのような法的根拠で施行したのか。

最初の決裁の中身が間違っていた。事務ミス
を決裁したわたしの責任はぬぐえない。同じ
法的根拠で事務の精査の結果、変更が生じた
ものと理解している。

４ 当時の不納欠損処理伺書に決裁日や施行日が
空白になっているがどう考えるか。

必ず記入されていなければならないというの
が原則。決裁者として不十分さを認めざるを
えない。深くお詫びしたい。

５ 欠損処分の該当者に公職または公職にあった
者はいたか。その認識はあったか。

税の滞納、収納について、そのかたの仕事、
身分は問わない。公職か否かのチェックは行
政処分においては、勘案しない。

注
未処理　時効を中断するための措置（差し押
さえ、納付誓約書の提出など）をまったく取っ
ていないもの。
催告書　滞納者に対し、滞納税のお知らせと
ともに納付を促すための文書。
誓約書　滞納者に対し、滞納税の確認ととも
に分割納付を確約する文書。
納税管理人の指定届出　固定資産の所有者が
死亡し、相続手続きが完了した後、納税義務
を受け継ぐ代表者を届け出ること。
滞納処分の停止　滞納者の債権（給与、財産
など）を差し押さえることで、生活が著しく
困難になる場合、処分を停止し、3 年間その
状況が変わらなければ、納付の義務が消滅す
る。

が
正
当
に
行
わ
れ
て
い
た
か
否
か

の
判
断
は
、
事
実
確
認
が
な
け
れ

ば
で
き
な
い
も
の
。
も
し
、
時
効

中
断
の
措
置
が
何
ら
さ
れ
て
い
な

い
と
の
判
断
に
立
て
ば
、
徴
収
は

不
可
能
で
は
な
い
か
。

②
い
ず
れ
に
し
て
も
当
事
者
間
で

結
論
を
見
出
す
こ
と
が
先
決
で
、

今
回
の
件
は
、
個
人
情
報
の
面
か

ら
も
本
特
別
委
員
会
そ
の
も
の
が

介
入
し
、
判
定
を
下
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

③
今
後
は
、
最
小
限
、
決
算
特
別

委
員
会
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

有
す
る
体
制
を
整
え
、
早
急
な
改

善
を
行
う
こ
と
が
新
た
な
不
納
欠

損
を
伴
わ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
。

④
最
終
的
に
は
、
執
行
権
者
の
判

断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
旧
勝
山
町
の
問
題
点
）

町
外
に
転
出
し
た
滞
納
者
の
追
跡
調

査
な
ど
、
転
出
後
の
事
務
処
理
は
的

確
に
さ
れ
て
い
た
か
。

（
旧
豊
津
町
の
問
題
点
）

ア
、
一
旦
不
納
欠
損
処
理
し
た
も
の

を
諸
般
の
事
情
で
撤
回
、
変
更
が
で

き
る
か
。

・
ど
の
よ
う
な
事
実
が
判
明
し
、
何

を
根
拠
に
撤
回
し
た
の
か
。

イ
、
平
成
３
年
か
ら
平
成
６
年

ま
で
の
固
定
資
産
税
滞
納
額

２
０
万
８
４
０
０
円
を
一
旦
不
納
欠

損
処
理
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本

人
の
申
し
出
に
よ
り
町
が
収
納
で
き

る
か
。

ウ
、・
平
成
18
年
２
月
28
日
に
欠
損

処
理
予
定
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
同

３
月
７
日
に
金
融
機
関
が
領
収
し
て

い
る
が
こ
の
事
実
関
係
は
。

（
２
）
滞
納
者
個
別
票
の
精
査
に
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点

　

滞
納
者
の
個
別
票
を
精
査
し
た
結

果
は
、
表
３
の
と
お
り
で
、
こ
の
結

果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
主
な
課
題

や
問
題
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
、
差
し
押
さ
え
、
納
付
誓
約
書
の

提
出
な
ど
時
効
中
断
を
図
る
た
め

の
措
置
が
適
切
に
と
ら
れ
て
い
な

い
。

２
、
所
在
不
明
者
に
つ
い
て
、
公

示
通
達
や
転
出
後
の
追
跡
調
査
が

適
切
に
さ
れ
て
い
な
い
。

３
、
死
亡
者
分
に
つ
い
て
も
、
８

割
以
上
が
不
動
産
所
有
の
実
態
調

査
や
納
税
管
理
人
の
指
定
の
届
け

出
な
ど
の
措
置
を
講
じ
な
い
ま
ま

欠
損
処
理
し
て
い
る
。

４
、
欠
損
処
理
を
す
る
に
は
、
個

別
関
連
書
類
や
証
明
書
な
ど
に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
。

５
、
差
し
押
さ
え
に
よ
る
時
効
中

断
措
置
が
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
不
納
欠
損
処
理
を
し
て
い

る
。

６
、
収
納
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険

税
を
過
年
度
分
に
も
充
当
す
れ
ば
、

時
効
中
断
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ほ
と
ん
ど
現
年
度
分
に
充
当

さ
れ
て
い
る
。

７
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、

納
税
義
務
者
と
使
用
者
の
現
況
把

握
が
で
き
て
い
な
い
。

８
、
欠
損
処
理
が
妥
当
か
否
か
の

↑ 11 月 8 日に行われた委員会の様子

旧３町計

件数 金額（円）

時
効
消
滅

未処理 322 9,458,866
催告書発送 234 18,144,185
誓約書提出 234 10,410,274
差し押え 105 4,119,560

所
在
不
明

未処理 11 303,160
追跡調査 31 720,700
その他 9 88,900

死　

亡

未処理 192 7,266,913
納税管理人届出 0 0
不動産所有調査 8 121,766
納税継承者不明 16 396,358

滞
納
停
止

3 年未満処理 120 2,813,861
3 年経過後処理 230 5,578,526
倒産 5 20,000

計 1,517 59,443,069
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表 4-2（２）白石春夫証人　

NO 基本尋問項目【上】 証言（要旨）【下】

１ 本年 3 月に執行した不納欠損処分をどう考えてい
るか。

滞納分の執行停止は、一定の条件を備えたものに
ついて処理することが義務づけられている。わた
しどもは、常に法に基づいて事務事業を執行して
いる。

２ 「時効が完成したものと思っていた」と新聞報道が
されたがどういう気持だったのか

5 月 31 日の他の会議の折に、記者から質問を受
けた。「記憶の定かでない部分は、コメントできな
い」と断っており、大変憤慨している。もう少し
親切な報道体制があってもいいと思った。

３ 当時の不納欠損処理伺書に決裁日や施行日が空白
になっているがどう考えるか。

施行予定日は特別の事情がない限り、担当課で上
げてくることはない。保存期間は、条例で規定し
ているので、記入するのが当然である。監督不行
届もあり反省している。

４ 欠損処分の該当者に公職または公職にあった者は
いたか。その認識はあったか。

確認はすべきであったとは思うが、現職でない限
り、その方法は取れない。

５ 委員会の都度、数値の修正、書類の差し替え、抹
消など事務処理の不手際が見られるがどう考える
か。

重々反省している。関係課全員で対応するように
は指導しているが、連絡がうまく取れないことが
ある。今後、職員体制を含めて十分な対応を考え
ていきたいと思っている。

表 4-3（３）梅本正証人
NO 基本尋問項目【上】 証言（要旨）【下】

１ 本年 3 月に執行した不納欠損処分をどう考えてい
るか。

みなさんがたにご迷惑をおかけしていることをお
詫び申し上げる。不納欠損については、適正に処
理されていると認識している

２ 「適切な措置ではなかった。町民に “逃げ得” と
批判されても仕方がない。」との新聞報道がされ
たが、どういう気持だったのか。

いろいろ質問があった中で、「適正ではではなかっ
た」と言った面はあるかも知れないが、これが不
納欠損が適正ではなかったという認識はない。“逃
げ得” とかそいうことではない

3 当時の不納欠損処理伺書に施行日が空白になって
いるがどう考えるか。

普通、起案文は決裁日を空白にして上がってくる
ので、決裁日が即施行日と考えていた。

４ 欠損処理の該当者に公職または公職にあった者は
いたか。その認識はあったか。

いなかったと思っている。

表 5 ｰ 1 委員会の開催記録

回 開催月日
出席委員

調査内容及び出された意見・問題点など

１ 7 月 4 日
14 人

・委員長に浦橋忠義委員、副委員長に小田
勝彦委員を選任・今後の調査スケジュール、
方法などについて・執行部に対する資料請
求は、委員会でまとめて行う。

２ 7 月 19 日
12 人

・今後の会議の進め方、調査の方法、会議中
の申し合わせ事項の確認（各回とも議事録
の作成を確認）・説明資料の提出要求の確認

（請求資料の精査は正副委員長で行う）。
３ 7 月 26 日

13 人
・不納欠損処分額についての提出資料の説明
( 税務課長 )・委員から資料不足や一部個人
情報の記述について指摘あり。一旦回収の
後再度作成し、各委員に配布。

４ 8 月 2 日
11 人

・配付資料中、滞納者の個人名の抹消漏れあ
り。資料の回収などで意見が出る。今後の
慎重なる取り扱いを町長に申し入れ（資料
の具体的検討まで至らず）（「当該者との話
し合いが先では」との意見あり）。

５ 8 月 9 日
14 人

議事前に町長、本件調査にかかる事務処理
の不手際を謝罪。・書類の精査は、旧犀川、
豊津、勝山の順に全員での合同調査とする。
・旧犀川町の関係資料の説明、質疑。

６ 8 月 16 日
11 人

・旧犀川町の資料に対する質疑と指摘事項の
協議。・旧豊津町の処分経過と処分事由の実
態調査。【出された意見】・一旦処分したも
のを本人の納入で撤回可能か。・民法の規定
により、本人の納入意思があれば撤回でき
るのでは。※町長により正確な精査報告書
の提出を求める。

書
類
が
な
く
、
経
過
年
数
の
み
に

よ
っ
て
処
分
が
さ
れ
て
い
る
例
が
か

な
り
見
ら
れ
る
。

（
３
）
証
人
尋
問
に
よ
り
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
及
び
問
題
点

　

３
日
間
に
わ
た
り
畑
中
旧
豊
津
町

長
、
梅
本
旧
勝
山
町
長
、
白
石
現
み

や
こ
町
長
を
証
人
と
し
て
招
致
し
、

尋
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
本
尋
問
に
対
す
る
証
言
記
録
の

要
旨
は
、
表
４
の
と
お
り
で
す
が
、

こ
れ
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

及
び
問
題
点
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

ず
さ
ん
な
決
裁
や

事
務
処
理
が
明
ら
か
に

１　

納
付
誓
約
書
が
提
出
さ
れ
、
一

旦
不
納
欠
損
処
理
に
な
っ
た
者
が
滞

納
税
を
納
付
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

適
正
な
判
断
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

２　

納
付
能
力
の
あ
る
者
も
処
分
し

て
い
る
例
が
あ
り
、
税
の
徴
収
事
務

の
ず
さ
ん
さ
が
見
ら
れ
る
。

３　

時
効
中
断
の
措
置
が
適
切
に
と

ら
れ
て
い
な
い
。

４　

町
民
税
と
県
民
税
は
同
時
に
徴

収
す
る
が
、
そ
の
仕
分
け
が
曖あ

い
ま
い昧
で

あ
る
。

５　

差
し
押
さ
え
に
よ
る
時
効
中
断

措
置
を
講
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
欠
損
処
理
を
行
っ
た
事
実
が
判

明
し
た
。
決
裁
の
ず
さ
ん
さ
の
表
れ

で
あ
る
。

６　

旧
豊
津
町
に
お
い
て
は
、
平
成

17
年
６
月
に
も
欠
損
処
理
が
な
さ
れ

て
お
り
、
通
常
と
は
異
な
る
時
期
に

処
理
が
さ
れ
て
い
る
。

７　

欠
損
処
理
の
決
裁
は
総
括
決

議
書
の
み
で
さ
れ
て
お
り
、
個
別

の
票
の
確
認
を
怠
っ
て
い
る
。

８　

滞
納
処
分
の
執
行
停
止
要
件

に
該
当
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

決
裁
を
怠
っ
て
お
り
、
町
長
と
し

て
の
権
限
不
行
使
に
よ
る
怠
慢
で

あ
る
。

（（
注
）
１
と
６
は
、
旧
豊
津
町
で

の
問
題
点
で
、
そ
の
他
は
ほ
と
ん

ど
旧
３
町
に
共
通
す
る
問
題
点
で

す
）。

改
善
点
と
指
摘
事
項

（
１
）
資
料
調
査
、
説
明
員
の
聴
取
、

滞
納
者
個
別
票
の
精
査
な
ど
に
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
及
び
問

題
点
に
対
す
る
改
善
、
指
摘
事
項

　

６
ペ
ー
ジ
以
下
に
記
述
の
と
お

り
、
資
料
の
詳
細
の
調
査
、
説
明

員
か
ら
の
聴
取
更
に
は
滞
納
者
個

別
票
の
精
査
な
ど
に
よ
り
多
く
の

課
題
や
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
早
急
か
つ
全

庁
あ
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
、
問
題
点
で
あ
り
、

そ
の
改
善
策
を
次
の
と
お
り
指
摘

し
ま
し
た
。

①
総
括
的
な
改
善
点

　

役
場
庁
内
に
関
係
者
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
早
急
に
設

置
し
、
税
を
初
め
公
納
金
の
滞
納

状
況
を
詳
細
に
把
握
し
、
滞
納
一

掃
に
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
必
ず
そ
の
成
果
の
達

成
期
限
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

常
に
取
り
組
み
の
進
ち
ょ
く
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
議
会
や
駐
在
員

会
な
ど
に
報
告
す
る
こ
と
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
具
体

的
な
手
法
、
取
り
組
み
の
内
容
は

次
の
よ
う
な
点
が
考
え
ら
れ
る
。

６
つ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
提
言

ア
、
個
々
の
滞
納
者
カ
ー
ド
を
電

算
処
理
化
し
、
時
効
中
断
の
措
置

や
滞
納
者
の
現
況
が
常
に
把
握
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
。

イ
、
徴
収
事
務
や
法
的
解
釈
が
代
々

の
担
当
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で

あ
り
、
実
務
の
基
本
と
な
る
「
徴

収
実
務
・
不
納
欠
損
処
理
マ
ニ
ユ

ア
ル
」（
仮
称
）
を
作
成
し
、
常
に

一
貫
し
た
事
務
処
理
が
図
ら
れ
る

体
制
の
確
立
を
図
る
。

ウ
、
確
実
か
つ
遺
漏
の
な
い
事
務

処
理
に
は
、
担
当
者
の
資
質
と
や

る
気
が
不
可
欠
で
あ
り
、
担
当
職

員
の
徹
底
し
た
実
務
研
修
の
実
施

と
専
門
職
員
の
配
置
を
図
る
。

エ
、
将
来
的
に
は
、
税
や
使
用
料

な
ど
を
一
体
的
に
徴
収
す
る
「
徴

収
課
」（
仮
称
）
の
設
置
も
検
討
す

る
。

オ
、
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
納
付

誓
約
書
の
提
出
、
差
し
押
さ
え
な

ど
確
実
に
時
効
中
断
措
置
を
講
じ

る
。

カ
、
生
活
保
護
認
定
者
に
つ
い
て

は
、
税
法
に
基
づ
き
、
整
理
期
間

後
に
的
確
な
処
理
を
行
う
。

②
税
目
別
の
改
善
点

　

そ
れ
ぞ
れ
税
目
ご
と
の
改
善
点

や
取
り
組
み
を
次
の
と
お
り
指
摘

し
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は

　

相
続
人
及
び
固
定
資
産
継
承
者

の
調
査
を
厳
格
に
行
う
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は

一
、
他
の
税
に
比
べ
負
担
が
高
額

に
な
る
の
で
、
町
民
が
気
軽
に
納

税
相
談
が
で
き
る
役
場
内
の
体
制

を
整
備
す
る
。

二
、
納
入
さ
れ
た
税
額
を
現
年
度

分
の
み
に
充
当
す
る
の
で
は
な
く
、

滞
納
し
て
い
る
過
年
度
分
に
も
一

部
充
当
し
、
時
効
中
断
の
措
置
に

な
る
よ
う
効
果
的
な
収
納
を
図
る
。

（（
注
）
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
滞
納
金

の
一
部
で
も
納
入
さ
れ
る
と
、
そ

の
時
点
で
時
効
が
中
断
し
ま
す
）。

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は

　

死
亡
後
も
税
が
賦
課
さ
れ
て
い

る
例
が
多
く
、
納
税
義
務
者
と
車

の
使
用
者
の
把
握
が
的
確
に
さ
れ

て
い
な
い
。
住
民
課
と
税
務
課
の

連
携
を
よ
り
密
接
に
し
、
漏
れ
の

な
い
よ
う
に
す
る
。

（
２
）
証
人
尋
問
に
よ
り
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
及
び
問
題
点
に
対
す

る
改
善
、
指
摘
事
項

　

３
人
の
証
人
の
尋
問
に
よ
り
明

ら
か
に
な
っ
た
課
題
や
問
題
点
に

対
し
て
は
、
改
善
策
と
し
て
次
の

８
点
を
指
摘
し
ま
し
た
（
指
摘
事

項
は
、
先
に
述
べ
た
資
料
の
分
析

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
に

対
す
る
指
摘
と
重
な
る
も
の
も
あ

り
ま
す
）。



広報みやこ　２月号  1011　広報みやこ　２月号

表 5 ｰ 2 委員会の開催記録
回 開催月日

出席委員
調査内容及び出された意見・問題点など

７ 8月 30日
13人

・前回までの、旧犀川、旧豊津町の関係資
料に対し再度質疑・旧勝山町の処理経過と
処分事由の実態調査。・不納欠損処理上の
問題点の洗い出し。・旧豊津町での欠損処
理後の納入のうち、督促手数料の受け入れ
は正確になされたか。・不納欠損額の正確
な数値の議会報告を求む

８ 9月 5日
14人

・前回指摘事項の再確認及び再質疑。・不納
欠損処理上の課題・問題点の洗い出し（旧
３町共通の課題。旧町個別の課題に分類）。
・担当課長から前回委員会での指摘事項の
説明・中間報告の素案を検討（現時点で委
員会として掌握している問題点・課題を報
告書に計上）。・今後の調査スケジュール、
調査方法などの調整。

９ 9月 15日
14人

担当課長から前回委員会での指摘事項の説
明・中間報告の素案を検討。（現時点で委
員会として掌握している問題点・課題を報
告書に計上）・今後の調査スケジュール、
調査方法などの調整。

10 9 月 29日
10人

・課題、問題点に対する今後の調査の進め
方、手法。・証人招致の進め方。尋問内容
などの確認。

11 10 月 4日
15人

畑中茂広旧豊津町長、白石春夫みやこ町長
を証人として招致。尋問（証言の概要本文
のとおり）。

12 10 月 11 日
14人

・梅本正旧勝山町長を証人として招致。尋
問（証言の概要本文のとおり）。・10 月 4
日開催の証人招致のまとめ。・今後の調査
スケジュールの確認。

13 10 月 18 日
13人

・町長から欠損額の誤報の謝罪あり。
・旧犀川分対象者の個票審査のまとめ報告。
旧豊津、旧勝山分の個票を審査。

14 10 月 25 日
13人

開議前に欠損処理額の誤りについて町長か
ら陳謝と訂正あり。・旧犀川分の欠損決議
書個票のまとめを説明。

15 11 月 1日
12人

・前回に引き続き旧豊津、旧勝山分の個票
を審査（２班に別れ）

16 11 月 8日
14人

・３証人の証言から明らかになった課題、
問題点を洗い出し。・再度次回に３証人の
招致を求めることを確認

17 11 月 15 日
13人

・３証人の招致、尋問。梅本 (10:00)、白石
(13:00)、畑中 (15:00) 各氏。

18 11 月 22 日
11人

・町長から欠損額の最終報告あり。・旧３町
ごとの個票の分析結果の報告（事務局）。
・尋問及び個票の精査から明らかになった
課題、改善策の提出依頼。

19 11 月 29 日
12人

証人尋問により明らかになった課題、問題
点及びその改善、指摘事項の検討・報告書
の素案は、正副委員長会議で検討する。

20 12 月 8日
11人

・報告書の素案の検討（指摘された事項は、
事務局で修正し、全員に提示する。実質的
な委員会は本日を持って終了とする）。

表 6　委員名簿（設立当初。敬称略）

役　　職 氏　　名

委　員　長 浦橋　忠義

副委員長 小田　勝彦
委　　員 中山　茂樹
〃 小田　廣徳
〃 中尾　昌廣
〃 進　　鳴海
〃 飯本　秀夫
〃 浦山　公明
〃 緒方　順年
〃 熊谷みえ子
〃 原田　和美
〃 中尾　文俊
〃 森下　公直
〃 吉田　伸司
〃 光吉さわ子

滞
納
者
の
的
確
な
把
握
と

常
に
時
効
中
断
の
措
置
を

１
、
早
急
に
法
的
に
正
し
い
判
断

を
す
る
と
と
も
に
職
員
の
意
識
改

革
を
促
し
、
職
務
に
専
念
さ
せ
る
。

２
、
本
人
の
資
産
状
況
を
的
確
に

把
握
す
る
と
と
も
に
納
付
能
力
が

あ
る
か
否
か
を
厳
格
に
判
断
し
、

安
易
な
不
納
欠
損
処
理
は
行
わ
な

い
。

３
、
滞
納
分
に
対
す
る
時
効
中
断

の
措
置
（
納
付
の
誓
約
、
差
し
押

さ
え
な
ど
）
は
、
税
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
厳
し
く
講
じ
て
い
く
よ

う
担
当
者
に
徹
底
す
る
。
あ
わ
せ

て
、
滞
納
者
の
個
別
徴
収
記
録
を

整
備
し
、
常
に
状
況
が
把
握
で
き

る
資
料
を
整
備
し
て
お
く
と
と
も

に
、
年
1
回
は
す
べ
て
の
個
別
徴

収
記
録
の
チ
ェ
ッ
ク
を
励
行
す
る
。

４
、
県
民
税
の
担
当
部
署
と
常
に

連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
町
県
民
税

の
按
分
算
定
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た

的
確
な
処
理
を
行
う
。

５
、
時
効
中
断
措
置
が
確
実
に
把

握
で
き
る
記
録
の
整
備
と
と
も
に

担
当
者
の
職
務
専
念
意
識
を
改
め

て
喚
起
す
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
事
務
決
裁

規
程
の
見
直
し
と
徹
底
を

６
、「
不
納
欠
損
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

（
仮
称
）
を
作
成
し
、
不
納
欠
損
処

理
の
時
期
や
手
続
き
を
明
確
に
す

る
。

７
、
滞
納
関
係
書
類
の
確
実
な
保

存
と
と
も
に
決
裁
区
分
を
明
確
に

す
る
「
事
務
決
裁
規
程
」
の
見
直
し
、

徹
底
を
図
る
。

８
、
不
納
欠
損
処
理
す
べ
き
か
否

か
の
判
断
能
力
を
含
め
、
職
員
資

質
の
向
上
の
た
め
の
実
務
研
修
を

計
画
的
、
効
果
的
に
実
施
す
る
。

ま
と
め

最
終
決
裁
者
や
担
当
者
に
重
大
な

責
任
。

公
職
に
あ
る
者
の
滞
納
に
対
す
る

手
立
て
も
提
言
。

（
１
）
最
終
決
裁
権
者
の
責
任

　
　
　

最
終
決
裁
権
者
で
あ
る

町
長
の
責
任
は
重
い

　

地
方
自
治
法
第
１
３
８
条
の
２

に
よ
り
、
町
政
の
最
高
責
任
者
た

る
町
長
は
、
自
ら
の
判
断
と
責
任

に
お
い
て
町
の
事
務
を
誠
実
に
執

行
す
る
義
務
を
負
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
税
の
賦
課
徴
収
は
、

町
の
行
政
運
営
の
基
本
に
な
る
事

務
で
あ
り
、
公
平
か
つ
厳
正
に
な

さ
れ
な
け
れ
ば
、
行
政
と
住
民
と

の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
、
町
の

存
続
そ
の
も
の
に
も
影
響
し
か
ね

な
い
重
要
な
事
務
で
あ
り
ま
す
。

今
回
、
旧
３
町
が
合
併
前
に
執
行

し
た
処
理
は
、
手
続
き
上
至
る
所

に
ず
さ
ん
、
怠
慢
が
み
ら
れ
、
こ

れ
を
最
終
決
裁
し
た
当
時
の
町
長

の
責
任
は
極
め
て
重
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

本
委
員
会
に
は
、
処
分
権
限
は

も
と
よ
り
具
申
権
限
も
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
具
体
的
な
処
分
内
容
を

明
記
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

旧
３
町
長
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
応
じ
て
、
し
か
る
べ

き
責
任
を
と
る
べ
き
だ
と
強
く
指

弾
い
た
し
ま
し
た
。

（
２
）
担
当
者
の
責
任

　

町
民
は
、
役
場
庁
舎
の
窓
口
の

職
員
と
の
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
安

心
で
快
適
な
日
々
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。
町
税
や
そ
の

他
使
用
料
も
職
員
へ
の
信
頼
が
あ

れ
ば
こ
そ
、
厳
し
い
家
計
の
中
か

ら
で
も
負
担
を
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
処
分

に
か
か
る
実
務
を
分
析
し
て
み
ま

す
と
、
極
め
て
安
易
か
つ
怠
慢
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

現
に
町
民
の
中
に
は
、「
町
が
信

用
で
き
な
く
な
っ
た
」、「
も
う
税

金
は
払
わ
な
い
」
と
の
声
が
あ
り
、

担
当
者
の
責
任
も
重
大
で
あ
り
ま

す
。

時
効
中
断
の
措
置
が
万
全
に

と
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は

担
当
者
の
職
務
怠
慢

　

町
は
、
滞
納
者
に
対
す
る
納
税

の
啓
発
、
税
の
分
納
誓
約
書
の
提

出
な
ど
最
低
限
の
時
効
中
断
の
措

置
は
必
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
そ
れ
さ
え
完
全
に
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
徴
収
の

職
員
が
不
足
し
、
現
年
分
の
税
の

徴
収
に
東
奔
西
走
し
て
い
る
と
は

い
え
、
担
当
者
の
怠
慢
と
い
わ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

　

結
果
的
に
、
本
来
徴
収
す
べ
き

税
が
と
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
な

り
、
間
接
的
に
町
の
収
入
減
を
き

た
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
直
接

の
担
当
者
の
責
任
も
免
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
を
指
導
監
督
す

る
立
場
に
あ
る
課
長
の
責
任
も
い

う
に
及
ば
ず
、
で
す
。

　

服
務
監
督
権
者
（
町
長
）
は
、

地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き

職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
の
設
置
も

含
め
、
町
民
が
納
得
で
き
る
処
分

を
検
討
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

（（
注
）
地
方
公
務
員
法
で
は
、
職

員
に
処
分
す
べ
き
行
為
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、
懲
戒
処
分
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
手

続
き
に
つ
い
て
、
本
町
で
は
、
規

則
で
９
人
以
内
で
組
織
す
る
「
職

員
懲
戒
審
査
委
員
会
」
を
設
置
し
、

審
議
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
）

（
３
）
公
職
に
あ
る
者
の

公
納
金
の
完
納
指
導

　

今
回
の
調
査
の
段
階
で
、
滞
納

者
の
中
に
公
職
に
あ
る
者
が
い
た

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
信
託
を
受
け
て
公
職
と

し
て
の
地
位
に
あ
る
以
上
、
み
や

こ
町
政
治
倫
理
条
例
第
２
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
町
民
全

体
の
代
表
者
と
し
て
品
位
と
名
誉

を
損
な
う
よ
う
な
一
切
の
行
為
を

慎
み
」
ま
た
、「
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
人
格
と
倫
理
の
向
上
に
努
め
」

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

公
職
者
の
滞
納
に
は
厳
し
い
対
応
を

　

政
治
倫
理
条
例
の
執
行
管
理
責

任
者
で
あ
る
町
長
と
し
て
も
、
こ

の
こ
と
を
重
大
に
受
け
止
め
、
仮

に
公
職
に
あ
る
者
の
滞
納
が
発
生

し
た
場
合
は
、
国
税
徴
収
法
の
規

定
に
基
づ
く
差
し
押
さ
え
を
す
べ

き
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
職
者
の
町
民
税
の
徴

収
に
あ
た
っ
て
は
、
み
や
こ
町
税

条
例
第
44
条
の
規
定
に
準
じ
、
特

別
徴
収
を
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

（
４
）
む
す
び

　

改
善
、
指
摘
を
真
摯
に

　

改
め
て
申
す
ま
で
も
な
く
、
税

の
賦
課
、
徴
収
は
、
何
よ
り
も
増

し
て
公
平
か
つ
厳
正
に
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務
で
あ
り
、

町
の
行
政
運
営
の
根
幹
を
な
す
極

め
て
重
要
な
行
政
事
務
で
も
あ
り

ま
す
。

　

二
度
と
こ
の
よ
う
な
町
民
に
納

税
意
欲
を
そ
ぐ
よ
う
な
事
態
を
招

く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
町
執
行
部

に
あ
っ
て
は
、
職
務
の
怠
慢
や
事

務
の
ず
さ
ん
さ
を
厳
し
く
反
省
し
、

改
善
、
指
摘
事
項
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
単
に
担
当
課
の
み
な
ら
ず
、

町
長
以
下
全
庁
あ
げ
て
取
り
組
む

こ
と
を
こ
こ
に
強
く
要
望
す
る
も

の
で
す
。

納
税
者
の
み
な
さ
ん
も

　

一
方
、
納
税
者
自
ら
も
、
納
め

ら
れ
た
税
が
公
共
の
福
祉
や
町
の

社
会
資
本
の
整
備
に
充
当
さ
れ
、

こ
れ
を
元
に
町
が
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
て
い
た

だ
き
、
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

　

時
あ
た
か
も
、
地
方
分
権
の
流

れ
が
日
増
し
に
強
ま
る
中
、
み
や

こ
町
自
ら
が
足
腰
の
強
い
、
自
主
・

自
立
の
町
に
な
る
べ
く
、
行
政
と

町
民
が
一
体
と
な
っ
て
真
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
に
取
り
組
む
よ
う
切

望
し
、
不
納
欠
損
処
理
調
査
特
別

委
員
会
の
調
査
報
告
と
い
た
し
ま

す
。
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三重塔まつりのご案内

イ ベ
ン ト

2 月はイベントが　　だくさん

静かに佇む豊前国分寺三重塔。その歴史は古く、建
立は遠く奈良時代までさかのぼる。豊前国分寺は天
平十三（741）年、聖武天皇の勅願によって、全国
六十余国の国ごとに建立された国立の寺院の一つで
す。

盛
り

No.
01

日時　2 月 25 日㈰ 11 時～ 16 時まで
場所　豊前国分寺跡公園（みやこ町国分）
内容　少年少女俳句表彰／一般俳句大会／野点・出店
　　　 （特産品販売他）／文化財行事再現
その他　雨天の場合、内容に一部変更あり
主催　三重塔まつり実行委員会
お問い合わせ先　生涯学習課文化係

☎33・4666（みやこ町歴史民俗博物館内）

No.
02 ＆

　京築地域活性化構想の実施に向けて、シンポ
ジウム及び新北九州空港でのイベントを開催い
たします。お気軽にご参加ください。

新北九州空港イベント
日時　2 月 10 日㈯ 10 時～ 14 時まで
場所　新北九州空港２階出発ロビー
内容　京築の神楽講公演

（みやこ町から上伊良原神楽が出演します）
※観覧の申し込みは不要です。

シンポジウム 
日時　2 月 11 日㈰ 13 時～ 16 時まで              
場所　スカイホテル苅田（京都郡苅田町）
内容　神楽公演及び京築の地域資源を生かした
　　　まちづくりに関する講演ほか
お申し込み先　企画調整課地域振興係まで　
　　　　　　　☎ 32・2511

（定員 200 人になり次第、締め切らせていただきます） 

京築地域活性化構想シンポジウム
新北九州空港イベント

↑京築地域の玄関口として、期待が
寄せられる新北九州空港

No.
03

日時　2 月 10 日㈯　9 時４0 分から受け付け
　　　　　　　　　　10 時 10 分～ 13 時 40 分まで
内容　第一部　バルーンアートショー（10 時 10 分～）
　　　第二部　マジックショー（11 時 30 分～）
場所　みやこ町中央公民館（犀川）
対象者　小学生以下の児童と保護者
お問い合わせ先　みやこ町中央公民館（犀川）
　　　　　　　　☎ 42・1365

いい汗流し

ま
せ

ん
か

ソフトバレーボール大会参加チーム募集No.
04

－第 1 回みやこ町Ｂ＆Ｇ杯ソフトバレーボール大会－

公民館まつり　in　こどもフェスタ
みやこ町さいがわ

↓
勇
壮
な
る
舞
が
魅
力
の
上
伊
良
原
神
楽
保
存
会

日時　３月４日㈰　受け付けは８時 30 分～
場所　みやこ町犀川体育館

（参加チームが多い場合は、犀川Ｂ & Ｇ体育館
も使用。）
種目　トリムの部（フリー・シルバー）
　　　レディースの部
対象　 みやこ町内で主に活動しているチーム

（町内在住・在職などのかたであれば、初心者
のチームでも構いません。）
お申し込み先　２月 20 日㈫までに、申込用紙
を提出してください。
みやこ町教育委員会　生涯学習課体育係
☎ 32・5535　FAX32・3880 
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お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
係
（
勝
山
）
☎
３
２
・
６
０
２
０ 

犀
川
健
康
づ
く
り
係
☎
４
２
・
０
０
０
１　

豊
津
健
康
づ
く
り
係
☎
３
３
・
５
５
５
０

2 月の保健事業のご案内

時間　9 時 30 分～ 10 時 30 分まで
（受付は 9 時～）

場所 日程
勝山 ゆいの郷 6、13、20、27日㈫

犀川
犀川保健相談センター 1、15日㈭
城井出張所 8日㈭
伊良原出張所 22日㈭

豊津
錦町よりあい所 2日㈮
すどりの里 9、23日㈮
豊津B&G体育館 16日㈮

時間　10 時～ 11 時 15 分まで
（受付は 9 時 30 分～）

場所 日程

勝山 ゆいの郷 1、8、15、22日、
3月 1日㈭

犀川
犀川保健相談センター 6、20日㈫
城井出張所 13日㈫
伊良原出張所 27日㈫

豊津
すどりの里 3、17日、3月 3日㈯
節丸学習施設 7日㈬
豊津B&G体育館 21日㈬

予約が必要な事業は健康づくり係まで
ご連絡ください

子 育
子育て支援センターのイベント

☆リズム遊び ～保育士の先生と親子一緒に遊ぼう～
日程 場所 講師

7 日㈬ すどりの里（豊津） 久田恵子さん
時間　 10 時 30 分～ 12 時まで

（受付は 10 時～）
☆豆まき会
日時　1 日㈭ 10 時～
場所　ゆいの郷（勝山）
対象者は町内の親子です。お問い合わせは子育
て支援センターまで。

て

コツ骨貯筋体操と若返りパワーアップ教室にご参
加のかたは、運動のできる服装で、タオル、上履き、
飲み物を持参してください

コ
ツ
骨
貯
筋
体
操

若
返
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室

自然工房（食育教室）　（要予約）
集合日時　24 日㈯ 8 時 50 分

（15 時に豊津支所に到着予定）
集合場所　役場豊津支所（旧豊津町役場）
内容　バス研修「食の座談会と調理実習」　
　　　～宮若市　百姓庵～
持参品　エプロン、筆記用具、三角巾、
　　　　直径 20 ～ 30cm のボール一人 1 個
参加費　無料　
定　員　20 人
※申し込みは豊津健康づくり係へ

ＢＣＧ予防接種　（要予約）

日　時　9 日㈮
（受付は 13 時 30 分～ 14 時まで）

場　所　犀川保健相談センター
対象児　生後 3 ～ 6 か月未満児　
持参品　母子健康手帳

ひまわり教室
（ことばと発達の相談）（要予約）

日　時　7、14、21、28 日㈬
　　　　1 人 1 時間程度の個別相談
場　所　すどりの里（豊津）
内　容　乳幼児の言葉や発達面での相談など
対象児　町内の乳幼児とその保護者

おやつ教室（要予約）

日　時　27 日㈫ 10 時～ 13 時まで
場　所　サン・グレートみやこ（勝山）
持参品　エプロン
参加費　無料
定　員　20 人
※申し込みは健康づくり係（勝山）へ

母乳育児教室（要予約）

日　時　20 日㈫ 10 時～ 12 時まで
場　所　ゆいの郷（勝山）
内　容　桶谷式母乳育児について

こころの健康相談（要予約）

日　時　22 日㈭ 13 時 30 分～ 16 時 30 分まで
場　所　犀川保健相談センター
内　容　不眠や引きこもりなどのこころの悩み
　　　　について専門医が相談に応じます。本
　　　　人やご家族など、どなたでも結構です。

乳児健診

時　間　受付は 13 時 30 分～ 14 時まで
対象児　生後 4 ･ 7 ･ 12 か月児

場所 日程
ゆいの郷（勝山） 15 日㈭
犀川保健相談センター 16 日㈮
すどりの里（豊津） 23 日㈮

1 歳半・3 歳児健診

時　間　受付は 13 時 30 分～ 14 時まで
場所 日程

ゆいの郷（勝山） 3 月 1 日㈭

（乳児健診、1 歳半・3 歳児健診については対
象のかたに個別通知いたします）

子育て支援センター　☎ 32・2176

分
と
す
る
と
36
㎏
。
36
㎏
の
中
に

０
・
８
％
の
塩
分
は
２
８
８
ｇ
。

　

ま
た
、
血
液
の
中
の
塩
分
量
は
、

血
液
は
体
重
の
３
分
の
１
を
占
め

ま
す
の
で
、
体
重
60
㎏
の
人
の
血

液
量
は
４
６
０
０
㏄
で
す
。
こ
れ

に
０
・
８
％
の
塩
分
は
36
・
８
ｇ

と
な
り
ま
す
。

塩
の
取
り
す
ぎ
は
心
配
な
い
？

　

昔
は
塩
が
貴
重
な
物
だ
っ
た
の

で
、
人
間
は
腎
臓
か
ら
再
吸
収
で

き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
生
命
を

維
持
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

自
然
の
食
べ
物
か
ら
必
要
量
の
塩

分
２
～
３
ｇ
は
取
れ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
塩
が
安
く
手
に

入
る
よ
う
に
な
る
と
、
保
存
食
の

た
め
に
も
多
く
の
塩
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
余
分
な
塩
分
を
取

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

余
分
な
塩
を
取
る
と
、
体
は

０
・
８
％
の
濃
度
を
保
つ
た
め
に

の
ど
が
渇
く
な
ど
の
変
化
が
み
ら

れ
、
水
分
を
多
く
取
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
体
は
水
ぶ
く
れ
に
な
る

と
困
る
の
で
、
腎
臓
は
体
の
中
の

水
分
を
一
定
に
保
と
う
と
し
て
、

尿
中
へ
水
分
が
ど
ん
ど
ん
出
て
い

き
ま
す
。

　

出
る
か
ら
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
実
は
体
の
中
で
は
困
っ
た
こ

と
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

血
管
は
血
液
量
が
増
え
る
と
血

圧
が
上
が
り
、
血
管
壁
が
傷
つ
き
、

硬
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

心
臓
は
狭
く
な
っ
た
血
管
に
血
液

を
送
り
出
す
た
め
に
心
臓
は
頑
張

ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
、「
減
塩
は
気
に
し
な
く

て
も
よ
い
」｢

減
塩
し
て
も
血
圧

は
下
が
ら
な
い｣

と
い
っ
た
健
康

情
報
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

「
食
塩
感
受
性
」
と
い
う
も
の
で
、

主
に
遺
伝
的
な
物
が
関
与
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
食
塩

今月のテーマ

「
塩
分
を
取
り
す
ぎ
る
と
、
高
血
圧
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
塩
が
体
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
に
反
対
す
る
人
は
い
ま

せ
ん
。
体
に
必
要
な
塩
分（
＝
ナ
ト
リ
ウ
ム
）は
、人
間
の
体
内
で
は
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、外
か
ら
摂
取
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、必
要
量
以
上
の
塩
分
を
取
っ
た
ら
、

人
の
体
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
「
塩
分
（
＝
ナ
ト
リ
ウ
ム
）」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

塩
　

昔
む
か
し
、
生
物
は
海
水
か
ら

生
ま
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
人
間
の

体
液
（
水
分
）
や
血
液
は
海
水
の

成
分
と
同
じ
な
の
で
す
。

人
体
に
欠
か
せ
な
い
塩
の
働
き

の
体
は
約
60
兆
個
の
細
胞

が
集
ま
っ
て
で
き
て
い
て
、

そ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
は
細
胞
外
液

と
い
う
液
の
中
に
浮
か
ん
で
い
ま

す
。
塩
は
そ
の
細
胞
外
液
の
中
に

含
ま
れ
て
い
て
、
細
胞
が
縮
み
す

ぎ
た
り
、
膨
ら
み
す
ぎ
て
壊
れ
た

り
し
な
い
よ
う
に
調
節
す
る
働
き

を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
塩

分
濃
度
は
０
・
８
％
で
す
。

　

で
は
、
人
間
の
体
重
の
約
３
分

の
２
は
水
分
が
占
め
て
い
ま
す

が
、
体
内
に
は
ど
の
く
ら
い
の

塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

　

体
重
が
60
㎏
の
人
は
60
％
が
水

感
受
性
」
の
高
い
人
で
は
尿
中
へ

の
塩
分
排
泄
の
効
率
が
低
く
、
食

塩
の
摂
取
に
よ
っ
て
血
圧
が
上
昇

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
逆
に
塩
分

を
制
限
す
る
と
血
圧
が
下
降
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
塩

分
制
限
の
効
果
に
は
、
す
ぐ
に
血

圧
に
影
響
す
る
人
と
、
し
な
い
人

が
い
る
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
塩
が
体
に
与
え
る
悪

影
響
は
、
高
血
圧
だ
け
に
止
ま
ら

な
い
こ
と
が
最
近
の
研
究
で
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
体
の
塩

分
を
調
節
し
て
い
る
ア
ル
ド
ス
テ

ロ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
は
、
塩
分

過
多
の
状
態
が
続
く
と
、
こ
の
ア

ル
ド
ス
テ
ロ
ン
が
血
管
を
傷
つ
け

た
り
、血
栓
を
つ
く
っ
た
り
し
て
、

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
、
腎
不
全
な

ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　

健
康
の
た
め
に
は
、
や
は
り
減

塩
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
な
よ
う

で
す
。

味
の
決
め
手
は
塩

　

最
近
は
塩
の
種
類
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
も
中
国
産
な
ど
の

外
国
産
な
ど
。
ま
た
商
品
の
食
品

表
示
を
み
る
と
、
添
加
物
が
混
入

し
て
い
る
食
塩
、
製
法
の
違
い
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
食
塩
が
出
回
っ
て

い
ま
す
。
１
㎏
１
，
０
０
０
円
す

る
高
価
な
塩
ま
で
あ
り
ま
す
。
塩

の
選
択
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
に

含
ま
れ
る
海
水
塩
を
お
勧
め
し
ま

す
が
、
用
途
に
合
わ
せ
て
使
い
分

け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

とか
ら
だ

塩ナ
ト
リ
ウ
ム

人
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“募集”
Part1

平成 19 年度嘱託・臨時等職員募集

職　　種 募集人員 応募資格 勤務条件 お問い合わせ先

一般事務 若干名 18 ～ 65 歳までの健康なかた 勤務条件は
お問い合わせください

総務課
（☎ 32・2511）

すどりの里施設管理（嘱託） 1　名 30 ～ 60 歳までの健康な男性
要普通自動車免許

勤務条件は
お問い合わせください

健康づくり課
（すどりの里）

（☎ 33・5550）

祓郷学習施設管理（臨時）
18 ～ 65 歳までの健康なかた 勤務条件は

お問い合わせください
生涯学習課

（☎ 32・5535）
豊津 B&G 施設管理（臨時） 若干名
図書館司書（嘱託）
学校用務員（臨時） 勤務条件は

お問い合わせください
教務課

（☎ 32・5540）
障害児介助員（臨時） 若干名 18 ～ 65 歳までの健康なかた
給食パート職員（代替）

“募集”
Part3

通学区域の弾力的運用制度について
〈平成 19 年度入学（転入学）児童生徒募集要項〉
みやこ町教育委員会
制度の目的 
自然環境に恵まれた小規模な小・中学校に通学することにより、自然を愛する心、
他人を思いやる心などの豊かな人間性を培い、健康・体力の増進を図るとともに、

自ら学び・考え・行動する確かな学力を身につけさせることを目的としています。
この目的を達成するため、次の小・中学校については通学区域が広がり、他の通学区域からも通学で
きるようになります。（対象となる小・中学校を除きます）

募集期間　２月１日㈭～２月 28 日㈬まで		
申込方法　履歴書（写真）をお問い合わせ先の各課へ持参してください		

農業共同作業所の指定管理者募集
みやこ町農業共同作業所（勝山農業共同作業所・犀川農業共同作業所・豊津農業共同
作業所）の管理運営をより効果的かつ効率的に行うため、指定管理者として施設の管
理運営に関する業務を行う法人その他の団体（各農業共同作業所の管理者）を募集し
ます。

“募集”
Part2
施設の概要・所在地
勝山農業共同作業所（育苗センター・ライスセンター）　みやこ町勝山上田 899 番地２外
犀川農業共同作業所（育苗センター・ライスセンター）　みやこ町犀川末江 148 番地１外
豊津農業共同作業所（育苗センター・ライスセンター）　みやこ町綾野 949 番地２外
指定管理者が行う業務
(1) 施設（育苗センター・ライスセンター）の運営・管理に関する業務
(2) その他関連業務
指定期間　平成 19 年４月１日から平成 24 年３月 31 日までの５年間を予定
応募資格　みやこ町内に主たる事務所、事業所等を置く法人その他の団体（個人での応募は不可）
選定方法　書類選考の上、指定管理者候補者を選定します。
申請期間　２月１日㈭～２月 13 日㈫まで
現地説明会は、希望がある場合のみ実施します。
募集要項の請求先、申請書の提出先及びお問い合わせ先　産業振興課　農政係
〒 824-0892　みやこ町勝山上田 960 番地【☎ 32・2512（内線）251】

対象となる小・中学校

※各小・中学校への通学経路については、各自ご確認ください。
募集及び手続き 
○募集期間は２月 23 日㈮までとします。※ただし、小・中学校の休校日、役場の閉庁日は除きます。
○所定の申請書で手続きを行ってください。※申請書は本庁、各支所、各小・中学校に置いています。
学校見学 
○２月 23 日㈮までの間、対象となる小・中学校を見学することができます。
○見学の申し込みについては、希望校に各自直接連絡し日時を打ち合わせてください。
お問い合わせ先 
・みやこ町教育委員会教務課（本庁）☎ 32・5540（直通）
・豊津教育係（豊津支所）☎ 33・3115（直通）
・犀川教育係（犀川支所）☎ 42・1365（直通）

町有地を売ります
入札方法　　一般競争入札
　町があらかじめ決めた予定価格以上で最も高い価格をつけたかたに売却す
る（地域限定型）方法です。
物件　みやこ町呰見 1607 番 1（田　3,078 ㎡）
※いずれの物件も都市計画法の用途指定は、無指定です。
建ぺい率 70％、容積率 200％
現地説明の日時及び場所　３月 13 日㈫　上記の物件＝ 10 時から現地にて
入札の日時及び場所
　　３月 26 日㈪上記の物件＝ 10 時から　みやこ町役場　２階庁議室にて
参加資格
　成年被後見人、被保佐人、破産者で復権を得ない者、町税などの滞納者な
どは除く。法人、個人いずれもよいが、連名 ( 共有 ) による申し込みはできない。
物件については、買受適格証明書 ( 耕作証明書 ) を有する者及び買い受けに
ついて農地法上の許可または届け出を必要としない者で、住居地及び耕作地
がみやこ町呰見地区及び徳永地区の者（地域限定型）でなければ入札できま
せん。なお、耕作証明書は農業委員会に申請し、申し込みの際に添付してく
ださい。
申し込み方法　所定の申込書に必要事項を記入し、資格証明または身分証明
及び納税証明書などを添えて申し込み。
申込期間    ２月１日㈭～３月 12 日㈪まで
お問い合わせ先　財政課 ( 管財係 )　☎ 32・2511( 内線 241)
※なお、実施要領などの入札に関する詳しい資料は、管財係に備えています。

“販売”
Part1

学　校　名 郵便番号 所　　在　　地 電話番号
柳 瀬 小 学 校 〒 824-0223 み や こ 町 犀 川 柳 瀬 762 番 地 ３ ☎ 42-0021
上高屋小学校 〒 824-0202 みやこ町犀川上高屋 1706 番地 ☎ 42-0049
城 井 小 学 校 〒 824-0243 みやこ町犀川木井馬場 361 番地  ☎ 42-0126
伊良原小学校 〒 824-0251 みやこ町犀川上伊良原 80 番地 ☎ 43-5007
伊良原中学校 〒 824-0252 みやこ町犀川上伊良原 406 番地 ☎ 43-5008



平成 18 年 2 月 3 日生

坂井優
ゆうしん

真ちゃん（豊津）

平成 18 年 2 月 18 日生

浦菜
な つ み

摘ちゃん（豊津）

平成 18 年 2 月 21 日生

中山柊
しゅうや

弥ちゃん（犀川）

平成 18 年 2 月 25 日生

永冨由梨ちゃん（豊津）

このコーナーでは、発行月に 1 歳のお誕生日

を迎えるお子さんの写真を掲載しています。

　掲載対象者は 1 月 1 日現在の住民基本台

帳を基に抽出しています。　

メリークリスマス

―みやこの愛でのクリスマス会―

　12月17日にみやこ町豊津の認知症高齢者グ

ループホーム「みやこの愛」で豊津保育所の子

どもたちを招いてクリスマス会が行われました。

このクリスマス会では 48人の子どもたちが日頃

練習したお遊戯を披露。また、小さいですが心

のこもったプレゼントを入居者 13 人の首にか

け、「おじいちゃん、おばあちゃん、元気で長生

きしてください」と励まし、入居者の涙を誘っ

ていました。

　施設長の山田広基さんは「認知症を理解して

いただくためには、地域に溶け込むことが一番

です。今後も、地域に溶け込むような活動を行っ

ていきたいです。」と抱負を語っていました。

↑日頃の成果を発揮した豊津保育所の子どもたち

人権を考える

－みやこ町人権のつどい－

　第１回みやこ町人権のつどいが 12 月 9 日サ

ン・グレートみやこで開催され、「北朝鮮による

拉致被害者家族連絡会」副代表　蓮池透さんの

講演会が行われました。ある日突然家族が消え

再会するまで 24 年間、また再会後もどれだけ

困難な道を乗り越えてきたかを語り、「拉致は人

権侵害の最たるもの。保障されるべき基本的人

権が一瞬にして奪われるのです。解決するまで

風化させてはいけません」との言葉に、満員の

会場からは大きな拍手が起こりました。

↑人権講演のため、蓮池透さんがみやこ町に来町

楽しい本のプレゼント

－クリスマスおはなし会開催－

　12 月 16 日、読み語りボランティア「もこもこ」

によるクリスマスおはなし会がサン・グレートみや

こで開催されました。

　サンタさんのあいさつで始まり、絵本の読み語り

の他、言葉遊びや影絵を使っての朗読など、楽しい

演出がいっぱい。また「こもりどろぼう」というお

話では、忍び込んだ家で泣き出した赤ちゃんの子守

りをする羽目になった泥棒をコミカルに演じ、会場

には子どもたちの笑い声が響きました。

「ふれあい餅つき大会」

－餅つきで年越し準備－

　みやこ町体育協会犀川支部主催で 12 月 23 日に犀川

駅前のひろばで、毎年恒例の「ふれあい餅つき大会」

が開催されました。

　当日は、犀川地区の体育協会関係者や民生委員約

50 人が集まり、つきたてのお餅を楽しみに集まった

地元のみなさんやジュニアバレーの小学生、平成筑豊

鉄道クリスマス列車の乗客など約 400 人に、「酢もち」

「きな粉もち」「あんこもち」や「イノシシ鍋」などが

振る舞われました。

かわいい歌声を響かせて　

－クリスマスコンサート－

　12 月 17 日、犀川少年少女合唱団（団長　村上利

江さん）のクリスマスコンサートがユータウン犀川

で開催されました。この日は、クリスマスソングを

含む全21曲を約120人のお客さんの前で披露。また、

日ごろの応援に感謝を込めて、保護者のみなさんに

よる手作りの食事が振る舞われました。

新たな旅立ちの日　

－みやこ町成人式－

　１月７日、サン・グレートみやこで成人式が

開催され、今年は新成人 272 人のうち 219 人の

みなさんが出席しました。華やかな晴れ着に身

を包んだ新成人たちは、旧友たちとの久しぶり

の再会に笑顔が絶えない様子。式では、新成人

代表の林佳祐さんが「故郷の名に恥じず、親の

名に恥じず、自分の名に恥じない生き方をして

いきます」と力強くあいさつしてくれました。

　また、小・中学校当時の担任の先生もお祝い

にかけつけ、式典が終わると卒業時に埋めたタイムカプセルを開ける姿も見られ、会場のあちこちで

思い出話に花を咲かせていました。

地域の防火は消防団員に

－消防出初式－

　1月 13 日に犀川運動公園で消防出初式が開催さ

れました。式では、分列行進、模範ポンプ操法（犀

川、勝山、豊津の各方面隊）を行い、日頃からの

訓練の成果を披露しました。

　規律よく、敏速に行動する消防団員のみなさん

がとても頼もしく見える式でした。式典終了後は、

今川河川敷で祝賀放水もあり、多くの見物人が訪

れていました。

広報みやこ　2 月号  1819　広報みやこ　2 月号

HAPPY　BIRTHDAY
- 満 1歳のお誕生おめでとう - 2みやこの話題

如月
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共存共栄－どんぐりの種植え－

　

人
か
ら
生
態
系
へ

　

環
境
問
題
は
人
体
へ
の
影
響
だ

け
が
主
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
時
代
は
自
然
と
人
間
の

共
存
共
栄
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、

人
か
ら
生
態
系
へ
配
慮
す
る
よ
う

変
わ
り
始
め
た
。

　
「
一
体
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
生

態
系
へ
の
影
響
を
評
価
で
き
る
の

か
」
と
い
う
方
法
論
が
あ
る
が
、

現
在
で
は
メ
ダ
カ
、
ミ
ジ
ン
コ
な

ど
を
用
い
た
試
験
法
が
用
い
ら

れ
、
こ
の
影
響
を
数
値
化
し
、
公

表
し
て
い
る
。

　
「
あ
る
一
定
面
積
の
公
共
工
事
を

行
う
場
合
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
工
事

を
行
え
ば
、
自
然
に
ど
れ
ほ
ど
影

響
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
も

し
、
環
境
に
多
大
な
る
影
響
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
保
全
措
置
を
必

ず
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
い

い
、
平
成
9
年
6
月
の
『
環
境
影

響
評
価
公
布
』
に
よ
っ
て
、
こ
の

仕
組
み
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て
広
葉
樹
の

大
半
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
広
葉
樹
の
植
樹
を
し

谷崎　久美子さん
【たにざき・くみこ】
福岡県伊良原ダム事務所
に配属され、5 年目。
今回の、どんぐりの種植
えの責任者として、12 月
6 日に伊良原小学校、12
月 13 日には城井小学校で
苗木づくりを指導。

よ
う
と
計
画
し
ま
し
た
。
買
っ
て

き
た
苗
な
ど
よ
り
も
、
ダ
ム
の
建

設
現
場
と
な
る
伊
良
原
に
あ
る
物

を
利
用
し
て
種
植
え
を
し
た
い
と

考
え
、
地
元
の
小
学
生
で
あ
る
伊

良
原
小
学
校
と
城
井
小
学
校
の
み

な
さ
ん
に
ど
ん
ぐ
り
を
植
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
福

岡
県
伊
良
原
ダ
ム
事
務
所
に
勤
務

す
る
谷
崎
久
美
子
さ
ん
。

　

40
数
年
間
に
も
及
ぶ
福
岡
県
と

伊
良
原
ダ
ム
対
策
に
携
わ
る
6
団

体
と
の
損
失
補
償
基
準
に
調
印

が
さ
れ
た
の
は
平
成
16
年
12
月
28

日
。「
日
に
日
に
変
わ
る
伊
良
原

の
景
色
を
少
し
で
も
目
に
焼
き
付

け
て
ほ
し
い
」
と
伊
良
原
小
学
校

に
勤
務
す
る
先
生
た
ち
は
願
う
。

　

ま
た
、
伊
良
原
の
地
に
は
伊
良

原
の
物
が
あ
う
と
い
う
こ
と
も
谷

崎
さ
ん
だ
け
で
な
く
先
生
た
ち
の

願
い
で
あ
り
、
先
生
は
児
童
を
連

れ
ど
ん
ぐ
り
を
拾
っ
て
ま
わ
っ
た
。

　

植
物
に
も
命
は
宿
る

　

こ
の
ど
ん
ぐ
り
の
種
植
え
を
通

し
て
伝
え
た
い
こ
と
。
そ
れ
は「
命

の
大
切
さ
」。

　
「
自
分
の
感
情
を
あ
ら
わ
に
す

る
人
間
や
動
物
に
つ
い
て
は
、『
生

き
物
』
と
自
覚
で
き
ま
す
が
、
植

物
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
に
考
え
て

い
る
子
ど
も
が
少
な
い
の
は
残
念

で
す
。
こ
ん
な
小
さ
な
ど
ん
ぐ
り

か
ら
大
き
な
木
へ
と
育
つ
と
い
う

こ
と
か
ら
、
命
の
大
切
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
で
き

う
る
限
り
、
人
間
と
自
然
が
共
存

共
栄
で
き
る
こ
と
が
ダ
ム
に
携
わ

る
人
間
と
し
て
の
願
い
で
す
ね
」

と
谷
崎
さ
ん
は
語
っ
た
。

　

伊
良
原
ダ
ム
建
設
時
に
は
植
物

の
み
な
ら
ず
、
動
物
に
関
し
て
も

同
様
な
保
全
措
置
（
29
項
目
）
や

配
慮
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
る
。

特 集

コ
ツ
コ
ツ

小
さ
な
こ
と
か
ら                  

と

　
「
目
が
疲
れ
た
ら
緑
（
自
然
）

を
見
な
さ
い
」。
多
く
の
母
親
た

ち
が
テ
レ
ビ
や
本
を
よ
く
読
む

子
ど
も
た
ち
の
視
力
低
下
を
心

配
し
、
昔
か
ら
こ
ん
な
言
葉
を

か
け
た
。

　

山
が
持
つ
影
響
力
は
果
た
し

て
、
如
何
ほ
ど
の
も
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

水
源
や
水
流
と
の
大
い
な
る

親
和
関
係
は
森
の
持
っ
て
い
る

最
大
の
潜
在
力
で
あ
る
。

　

そ
の
潜
在
力
の
深
さ
と
広
さ

に
よ
っ
て
、
森
は
周
囲
全
域
の

洪
水
を
防
ぎ
、
渇
水
を
和
ら
げ

て
い
る
。

　

も
し
森
を
一
つ
失
う
も
の
で

あ
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
そ
の
周
辺

で
は
水
に
ま
つ
わ
る
災
害
が
発

生
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
そ
の
影
響
圏
の

広
さ
は
わ
た
し
た
ち
の
想
像
を

は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。

　

環
境
問
題
と
い
え
ば
、
ご
み

問
題
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
。

　

ご
み
問
題
な
ど
は
、
環
境
作

文
で
賞
を
取
っ
た
中
学
生
に
譲

る
と
し
て
、
今
月
は
ご
み
と
は

違
っ
た
視
点
で
環
境
問
題
や
景

観
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
か
た

を
取
り
上
げ
る
。

↑どんぐりの種植えを一生懸命に取り組む伊良原小学校の児童
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錦
町
商
店
街
の
歴
史

　

天
保
年
間
（
１
８
３
０
～

１
８
４
４
年
）
に
小
笠
原
藩
の
事

業
と
し
て
、
国
分
村
難
行
原
の
開

発
が
行
わ
れ
た
。

　

今
井
祇
園
社
の
錦
原
御
神
幸
記

録
か
ら
、
豊
前
六
郡
の
豪
商
、
豊

後
屋
・
肥
後
屋
な
ど
小
笠
原
藩
と

関
係
の
あ
る
諸
国
出
身
の
豪
商
の

ほ
か
、
呉
服
商
の
平
野
屋
・
大
阪

屋
な
ど
、
大
阪
・
長
崎
・
下
関
・

日
田
各
地
か
ら
商
人
も
あ
り
、
ま

た
、
富
山
・
石
川
か
ら
の
薬
売
り

商
人
な
ど
も
錦
町
に
居
住
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
2
年
1
月
か
ら
藩
校
の
建

設
も
始
ま
り
、
同
年
12
月
下
旬
に

校
舎
が
完
成
、
翌
年
1
月
11
日
に

藩
校
「
育
徳
館
」
開
校
の
運
び
と

な
っ
た
。
藩
庁
・
藩
校
の
建
設
に

歩
調
を
あ
わ
せ
、
商
人
・
職
人
ら

を
住
ま
わ
せ
る
た
め
、
天
保
時
代

に
造
ら
れ
た
町
場
の
区
画
を
一
部

整
理
し
な
が
ら
両
側
町
が
造
ら
れ

た
（
錦
原
に
ち
な
み
「
錦
町
」
と

呼
ば
れ
た
）。
以
来
、
旧
豊
津
町

の
中
心
商
店
街
と
し
て
商
業
活
動

が
展
開
さ
れ
た
。　

　

こ
の
錦
町
の
町
家
は
明
治
初

年
城
下
町
の
形
成
に
当
た
っ
て
、

中な
か
は
ら原

嘉か

ぞ

う

左
右
（
注
１
）
が
豊
津
藩

の
依
頼
を
受
け
て
建
設
し
た
町
並

み
だ
。

　

近
年
で
は
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
進
出
や
車
社
会
の

到
来
に
よ
っ
て
、
郊
外
ま
で
買
い

物
に
で
か
け
る
人
が
増
え
、
次
第

に
商
店
街
か
ら
客
足
が
遠
の
い
た
。

　

豊
津
町
商
店
会
発
足

　

豊
津
地
区
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置

す
る
錦
町
商
店
街
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
ー
パ
ー
が
各
１

店
舗
ず
つ
あ
り
、
そ
の
他
の
店
舗

は
住
居
と
兼
用
家
屋
で
あ
り
、
商

店
と
商
店
の
間
に
は
一
般
の
家
屋

が
混
在
す
る
。
国
道
４
９
６
号
線

沿
い
に
商
店
が
並
ん
で
い
る
も
の

の
、
事
業
主
の
高
齢
化
に
伴
い
店

を
閉
じ
る
か
た
も
増
え
、
空
き
店

舗
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
平
成
16
年
、
当
時

の
豊
津
町
町
長
で
あ
る
畑
中
茂
広

さ
ん
が
商
店
街
の
現
状
を
心
配
し
、

商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
よ
う
福
岡
県
に
補
助
金
を

申
請
し
、
平
成
17
年
度
商
店
街
活

性
化
事
業
の
補
助
金
を
得
た
。

　

昔
か
ら
商
店
街
が
あ
る
も
の
の

会
議
一
つ
し
た
こ
と
が
な
く
、
寂

し
く
な
り
つ
つ
あ
る
商
店
街
だ

が
、
そ
こ
で
商
い
を
営
む
人
の
思

い
は
一
つ
、「
な
ん
と
か
商
店
街

を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
。

　

商
店
街
活
性
化
事
業
を
機
に
、

こ
の
活
動
の
基
と
な
る
錦
町
商
店

会
を
平
成
16
年
2
月
に
発
足
さ
せ
、

翌
年
４
月
に
発
足
さ
せ
る
豊
津
町

商
店
街
活
性
化
が
ん
ば
ろ
う
会（
以

下
、「
が
ん
ば
ろ
う
会
」）
の
前
身

と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。

森の声を聞く－木々に光を－

　

山
国
の
ニ
ッ
ポ
ン

　

わ
た
し
た
ち
の
住
む
日
本
の
国

土
の
約
4
割
で
あ
る
面
積
が
森
林

で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
森
林

の
約
４
割
が
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人

工
林
で
、
よ
り
多
く
の
生
産
性
を

目
指
し
、
植
林
す
る
際
に
苗
木
の

間
隔
を
狭
く
し
て
い
る
た
め
、
木

が
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、

そ
の
間
隔
が
窮
屈
に
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
過
密
状
態
に
な
っ

た
森
林
に
自
生
す
る
植
物
に
日
の

光
を
当
て
る
た
め
に
も
間
伐
が
必

要
と
な
る
。
し
か
し
、
林
業
に
従

事
し
て
い
る
人
た
ち
が
高
齢
化
し
、

ま
た
植
林
を
加
工
販
売
し
て
生
計

を
立
て
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
今

で
は
二
束
三
文
に
し
か
な
ら
な
い

材
木
は
経
費
だ
け
が
か
か
る
よ
う

に
な
り
、
木
々
の
枝
葉
の
切
り
落

と
し
や
間
伐
な
ど
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

な
ぜ
、
間
伐
が
必
要
か

　

森
林
に
は
水
源
涵
養
機
能
が
あ

る
。
こ
の
機
能
は
大
雨
の
際
の
洪
水

を
緩
和
、
そ
し
て
水
資
源
を
貯
留

し
、
水
質
を
浄
化
す
る
な
ど
、
わ

た
し
た
ち
が
普
段
生
活
す
る
上
で

大
変
重
要
な
機
能
で
あ
り
、「
公
益

的
機
能
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に

は
間
伐
を
行
い
、
地
面
に
あ
る
植

物
に
太
陽
の
光
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
森
林
内
に
光
を
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
表
に
植
物

が
生
え
、
生
物
に
と
っ
て
多
様
性

豊
か
な
森
林
へ
生
ま
れ
変
わ
る
。

ま
た
、
土
壌
へ
浸
透
す
る
雨
量
や

保
水
量
も
多
く
な
る
た
め
、
間
伐

が
行
わ
れ
な
い
暗
い
森
林
内
と
比

較
す
る
と
、
雨
な
ど
と
と
も
に
土

が
流
れ
去
る
大
惨
事
を
防
ぐ
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

森
林
組
合
に
聞
く

　
「
材
木
単
価
が
低
下
す
る
か
ら
、

山
の
手
入
れ
を
し
な
い
人
が
増
え

た
ね
。
だ
か
ら
年
々
、
山
が
荒
れ

て
い
ま
す
」
と
危
機
感
を
募
ら
せ

る
田
中
照
磨
組
合
長
。

　
「
今
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
山

の
所
有
者
が
身
銭
を
き
っ
て
間
伐

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
、

集
落
座
談
会
で
説
明
し
て
い
ま
す

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
材
木
を
市

場
に
出
し
、
少
し
で
も
所
有
者
に

還
元
で
き
る
よ
う
に
目
指
し
て
い

き
ま
す
」
と
も
語
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
地
道
に
座
談
会
で

間
伐
の
必
要
性
を
説
い
て
る
。

　

森林環境税を導入決定
　森林が持つ機能を回復・維持するための森林
整備事業を地方自治体が行い、その費用を求め
るため現在、全国 16 の県で森林環境税を導入
しています。九州では熊本（2005 年導入）、大
分（2006 年導入）、宮崎（2006 年導入）、鹿
児島（2005 年導入）が導入し、福岡県でも導
入と最終結論が出されました（導入時期につい
ては未定）。導入した 4 県の年間の税額はいず
れも個人が 500 円、法人は規模に応じて 1000
円から 4 万円徴収されます。

コ  ラ  ム

左上：12 月 6 日に勝山地区で行われた間伐の現場。
右下：12 月 6 日に横瀬区で行われた集落座談会。奥で説明に
耳を傾けるのが、田中照磨組合長。地図を持って説明するのが
田中稔さん。

注１
中原嘉左右（天保 2 年
～ 明 治 27 年 ＝ 1831
～ 1894 年）は、家業
の飛脚問屋のほか小倉
藩の御用商人、藩の商
法方の世話もした幕末
期藩財政の支柱的人物
であった。

商店街を活性化－錦町－

↑昭和 30 年頃の錦町商店街の風景（みやこ町総合観光案内所付近）
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↑石山　邦雄さん
【いしやま・くにお】
「会を立ち上げたら前を向
いて突っ走るだけでした
よ。そのときは無我夢中
でしたね」と笑いながら
当時を思い出す。

　
「
錦
町
だ
け
で
20
数
件
し
か
な
い

商
店
だ
け
で
は
で
き
る
こ
と
が
限
ら

れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
錦
町
全
体

を
巻
き
込
む
よ
う
に
考
え
、
石
山
会

長
の
考
え
る
条
件
を
あ
わ
せ
て
花
で

彩
る
『
錦
町
商
店
街　

花
街
道
』
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
何
事
も
続
け

る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
で
す

が
、
自
分
た
ち
が
長
く
続
け
ら
れ
る

こ
と
を
第
一
に
考
え
ま
し
た
」
と
白

川
副
会
長
が
続
け
る
。

　

花
が
き
れ
い
で
す
ね

　

平
成
17
年
6
月
11
、12
日
に
「
錦

町
商
店
街　

花
街
道
」（
愛
郷
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
５
と
同
時
開
催
）
の

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
そ
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
間
に
合
う
よ
う
に
県
下

全
域
市
区
町
村
観
光
係
と
教
育
委

員
会
関
係
宛
て
に
、
そ
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
「
花
の
は
が

き
芸
術
展
」
を
募
集
し
た
。

　

す
る
と
全
国
か
ら
５
４
９
点

の
作
品
応
募
が
あ
っ
た
。
そ
れ

を
錦
町
公
民
館
で
6
月
10
日
か
ら

17
日
ま
で
展
示
し
、
延
べ
人
数

１
２
９
９
人
の
見
学
者
が
訪
れ
、

成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
た
。	

　

イ
ベ
ン
ト
は
終
わ
っ
た
が
、
商

店
街
に
並
ぶ
き
れ
い
な
花
た
ち
を

見
て
お
客
さ
ん
た
ち
が
「
こ
の
花

き
れ
い
で
す
ね
」
と
声
を
か
け
て

く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
、
錦

町
が
変
わ
っ
た
瞬
間
で
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
商
店
会
の
み
ん
な
も

「
俺
た
ち
も
や
れ
ば
で
き
る
」
と

い
う
自
信
を
同
時
に
持
っ
た
。

　

次
な
る
目
標
は
、
そ
れ
は
こ
の

手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
代
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
。
地
道
に
コ

ツ
コ
ツ
と
錦
町
の
良
さ
を
伝
え
て

い
く
こ
と
だ
と
石
山
会
長
そ
し
て

白
川
副
会
長
は
力
強
く
語
っ
た
。

　

今
の
ま
ま
で
は

　

補
助
対
象
期
間
が
準
備
期
間
を

含
め
2
年
間
で
あ
る
た
め
、
よ
り

多
く
の
効
果
を
創
出
す
る
た
め
錦

町
上
・
下
区
、
そ
し
て
豊
津
町
商

工
会
に
も
協
力
を
依
頼
し
た
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
が
ん
ば
ろ
う

会
の
会
長
を
務
め
た
石
山
邦
雄
さ

ん
は
「
こ
れ
か
ら
の
魅
力
あ
る
商

店
街
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
試
行
錯

誤
で
し
た
。
原
鶴
、
浮
羽
そ
し
て

杷
木
な
ど
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

ま
ち
の
駅
（
注
２
）
と
い
っ
た
取

り
組
み
な
ど
と
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
商
店
街
の
規

模
や
立
地
条
件
な
ど
比
較
す
る
と

豊
津
町
商
店
街
独
自
の
取
り
組
み

は
何
に
な
る
か
と
い
う
課
題
が
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

ま
た
、
副
会
長
を
務
め
た
白
川

周
司
さ
ん
は
「
こ
の
事
業
で
得
る

も
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
よ
。
会

議
一
つ
な
か
っ
た
商
店
街
で
す

が
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
み

ん
な
が
立
ち
上
が
っ
た
で
し
ょ

う
。
こ
れ
だ
け
で
も
本
当
に
意
義

あ
る
も
の
で
し
た
よ
」
と
興
奮
気

味
に
語
っ
た
。

　

歴
史
と
文
化
の
回
廊
と
し
て
以

前
PR
し
て
い
た
旧
豊
津
町
。
そ
れ

だ
け
に
、
秋
月
藩
士
の
墓
か
ら
県

内
で
最
も
歴
史
あ
る
豊
津
高
等
学

校
（
４
月
か
ら
育
徳
館
高
等
学
校
）

ま
で
の
道
の
り
は
、
合
併
後
の
み

や
こ
町
で
も
っ
と
PR
し
て
い
く
場

所
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事

業
で
は
限
定
・
錦
町
と
い
う
戦
略

で
、
企
画
を
進
め
た
。

　
「
会
議
を
開
く
た
び
に
『
何
に

し
よ
う
か
』、
そ
し
て
家
に
帰
れ
ば

何
が
一
番
錦
町
に
合
う
か
と
自
問

自
答
す
る
わ
け
で
す
よ
。
で
も
ね
、

手
軽
で
身
近
に
予
算
が
か
か
ら
ず
、

ま
ち
が
栄
え
、
明
る
く
な
り
、『
錦

町
が
変
わ
っ
た
ね
』
と
い
わ
れ
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
真
剣

に
考
え
ま
し
た
」
と
石
山
会
長
。

↑白川　周司さん
【しらかわ・しゅうじ】
「視察に行ったときは驚き
ました。説明者から出る
言葉は『生きた言葉』で
あり、前向きな活動に衝
撃を受けましたよ」と話
す。

←花の準備をしている
がんばろう会。

「このころは錦町の通り
を 花 い っ ぱ い に し て、
みんなに喜んでもらお
う と 一 生 懸 命 で し た 」
と懐かしそうに石山さ
んは振り返る。

　

み
や
こ
町
で
は
町
が
未
来
に

向
け
て
明
る
く
・
住
み
や
す
く
・

活
気
に
あ
ふ
れ
た
町
に
な
る
よ

う
、
住
民
団
体
な
ど
が
行
う
、

積
極
的
、
独
創
的
で
、
夢
と
希

望
に
あ
ふ
れ
た
実
践
的
な
活
動

に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
で
こ
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
ま

た
今
後
行
う
よ
う
な
計
画
が
あ

り
ま
し
た
ら
企
画
調
整
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

企画調整課までご相談ください 注
２　

ま
ち
の
駅

　

だ
れ
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が

で
き
、
施
設
（
工
房
・
商
店
・
農
園
な

ど
）
を
見
学
し
た
り
、
あ
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
こ

で
休
憩
し
た
り
地
域
周
辺
の
情
報
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。

↑花のはがき芸術展の開催風景

↑イベントでは豊津小笠原太鼓が演奏を披露



危
惧

す
る
中
学
生

｜
「
環
境
月
間
」
に
お
け
る
作
文
入
選
者
決
定　

｜

毎
年
６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」
と
な
っ
て
お
り
（
環
境
基
本
法
）、
福
岡
県
で
は
、
６
月
を
「
環
境
月
間
」
と

し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

み
や
こ
町
で
は
、
こ
の
「
環
境
月
間
」
に
ち
な
ん
で
環
境
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
代
を
担
う

中
学
生
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
「
環
境
問
題
」
に
つ
い
て
の
作
文
を
募
集
し
、
審
査
し
た
結
果
、
入
選
者
が
決
ま

り
ま
し
た
。
入
選
者
と
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

環
境
問
題

　

私
は
、こ
の
作
文
を
と
お
し
て
、

初
め
て
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。
環
境
の
こ
と
な
ん
て
、

難
し
い
だ
ろ
う
し
、
よ
く
分
か
ら

な
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

で
も
、
私
は
こ
の
作
文
で
、
自

分
な
り
に
環
境
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
と
い
う
か
誰
で
も
自
分

が
環
境
を
悪
く
し
て
い
っ
て
い
る

だ
な
ん
て
思
っ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
、
車
に
乗
る
だ
け
で

も
排
気
ガ
ス
が
出
ま
す
。

　

排
気
ガ
ス
が
出
る
と
空
気
が
汚

れ
ま
す
。
あ
と
歯
み
が
き
を
し
て

い
る
時
に
、
水
を
だ
し
っ
ぱ
な
し

に
し
て
い
る
と
か
、
使
い
す
ぎ
て

い
る
電
気
、
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
す

る
、
ゴ
ミ
の
分
別
を
ち
ゃ
ん
と
し

な
い
と
か
、
物
を
大
事
に
あ
つ

か
っ
て
な
く
て
す
ぐ
に
捨
て
る
。

こ
れ
は
、
全
部
、
環
境
問
題
な
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
が
毎
日
生
活
を
し
て
い
て
、

ふ
と
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
少
し
考

え
て
み
な
く
て
は
い
け
な
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

私
、
一
人
が
少
し
く
ら
い
そ
ん

な
こ
と
考
え
な
く
っ
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
く
ら
い
で
地

球
の
環
境
が
悪
く
な
る
こ
と
な
ん

て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
今
ま
で

私
が
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
た

り
し
な
か
っ
た
の
は
こ
ん
な
、
な

ま
け
て
い
た
心
が
あ
っ
た
せ
い
で

も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
、
気
づ

き
ま
し
た
。

　

一
人
一
人
が
そ
ん
な
考
え
だ
か

ら
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
を
ゴ
ミ
箱
に
捨

て
る
、
歯
み
が
き
の
時
や
必
要
の

な
い
時
は
、
水
を
と
め
る
、
一
つ

の
部
屋
に
家
族
が
い
る
よ
う
に
し

て
、
使
う
電
気
の
量
の
減
ら
す
と

か
、
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
さ
え
、

し
て
い
な
か
っ
た
の
は
自
分
に
関

係
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
か

ら
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
人
の

力
で
は
こ
こ
ま
で
破
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
た
地
球
を
治
し
て
い
く
の
は

無
理
で
す
。

　

で
も
、
一
人
一
人
が
ち
ょ
っ
と

で
も
、
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
一

つ
で
も
い
い
、
少
し
自
分
の
行
動

を
改
め
て
み
れ
ば
き
っ
と
大
き
な

力
に
な
る
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
ち
ゃ
ん
と
環
境
の

こ
と
を
分
か
っ
て
は
い
な
い
け
れ

ど
、
私
な
り
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て

み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
自
分
の

で
き
る
範
囲
で
し
か
で
き
な
い
け

ど
実
行
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
何
年
も
あ
る
未
来

で
す
。
地
球
に
安
心
し
て
私
の
子

供
や
孫
た
ち
が
生
き
て
い
け
る
よ

う
に
な
る
と
い
い
で
す
。

　

今
だ
け
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
く
っ

て
ど
ん
ど
ん
良
い
環
境
に
な
る
と

い
い
な
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

豊津中学校　2年
中﨑　しおりさん
最優秀賞を受賞

↑
昨
年
11
月
7
日
に
町
長
室
に
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
白
石
春
夫
み
や
こ
町
長

（
後
列
右
か
ら
2
番
目
）
か
ら
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

勝山中学校　３年
梅本　知佳さん
優秀賞を受賞

環
境
問
題
に
つ
い
て

　

私
は
最
近
よ
く
聞
く
、
環
境
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

環
境
問
題
と
言
っ
て
も
、
い
ろ
い

ろ
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
水
質

汚
染
や
地
球
温
暖
化
、
森
林
伐
採

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
水
質
汚
染
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

　

水
質
汚
染
は
、
主
に
工
場
廃
水

が
原
因
で
し
た
。
し
か
し
、
最
近

で
は
、
家
庭
か
ら
で
る
生
活
廃
水

の
方
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
自
然
界
に
は
、
も
と
も
と
汚

れ
た
水
を
元
に
戻
す
と
い
う
働
き

が
あ
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
今

の
日
本
の
よ
う
に
、
人
口
密
度
が

高
い
と
こ
ろ
の
汚
れ
た
水
は
、
自

然
が
処
理
で
き
る
水
を
は
る
か
に

上
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

必
要
と
な
る
の
が
、
下
水
道
施
設

で
す
。

　

し
か
し
全
て
の
地
域
に
こ
の
施

設
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
口
密
度
が
高
い
地
域
で
下

水
道
施
設
が
な
け
れ
ば
、
汚
れ
た

水
を
そ
の
ま
ま
川
や
海
に
流
し
て

し
ま
う
の
で
、
洗
剤
や
調
理
ご
み
、

油
な
ど
に
よ
る
水
質
汚
濁
が
問
題

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ず
れ

は
川
や
海
に
魚
が
住
め
な
く
な
る

と
い
う
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

そ
う
で
す
。

　

私
は
自
然
界
に
汚
れ
た
水
を
も

と
に
戻
す
と
い
う
働
き
が
あ
る
事

を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち

が
今
で
き
る
事
は
、
洗
剤
を
使

い
す
ぎ
な
い
事
、
油
な
ど
を
直

接
捨
て
な
い
と
い
う
事
な
ど
だ

と
思
い
ま
す
。
み
そ
汁
を
一
杯

川
に
流
し
た
だ
け
で
も
、
浴
槽

二
・
五
杯
分
も
の
水
で
薄
め
な
け

れ
ば
浄
化
で
き
ま
せ
ん
。
み
そ

汁
で
、
浴
槽
二
・
五
杯
分
の
水
が

必
要
な
の
だ
か
ら
、
油
だ
と
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
水
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
水

は
私
た
ち
人
間
が
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
絶
対
に
必
要
な
も

の
で
す
。
だ
か
ら
、
も
う
少
し

真
剣
に
水
質
汚
染
に
つ
い
て
考

え
自
分
た
ち
に
で
き
る
事
を
少

し
で
も
実
行
す
る
事
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

ン
の
前
に
い
け
ば
わ
か
る
け
ど
、

も
の
す
ご
い
熱
風
が
ふ
い
て
い

る
。
二
酸
化
炭
素
の
場
合
は
、
物

を
燃
や
す
と
き
に
発
生
す
る
。

　

例
え
ば
、
火
力
発
電
所
や
、
ゴ

ミ
処
理
場
な
ど
、
た
く
さ
ん
火
を

使
う
と
こ
ろ
で
た
く
さ
ん
発
生
す

る
。

　

自
分
た
ち
の
生
活
を
快
適
に
し

よ
う
と
し
て
作
ら
れ
た
道
具
が
、

逆
に
自
分
た
ち
の
住
み
に
く
い
環

境
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自

分
た
ち
の
都
合
し
か
考
え
て
い
な

か
っ
た
人
間
た
ち
の
あ
わ
れ
な
結

果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
人
間
が

地
球
の
ガ
ン
と
は
、
よ
く
言
っ
た

も
の
だ
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
人
間
は
、
地
球

の
環
境
を
破
壊
し
つ
く
し
、
自
分

た
ち
で
破
滅
の
道
を
歩
ん
で
し
ま

地
球
温
暖
化

　
「
温
暖
化
に
よ
る
海
水
面
の
上

昇
で―

。」

　

日
常
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
、
た

ま
に
環
境
問
題
の
話
を
聞
く
。
地

球
の
気
温
が
上
昇
し
、
蚊
が
大
量

発
生
し
て
、
伝
染
病
を
引
き
起
こ

す
と
か
、
北
極
や
南
極
の
氷
が
溶

け
、
海
面
の
水
位
が
上
昇
し
、
小

さ
な
島
が
次
々
と
海
の
底
へ
消
え

て
い
く
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

　

こ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

と
、
自
分
だ
け
の
ほ
ほ
ー
ん
と
冷

房
の
効
い
た
部
屋
で
過
ご
し
て
い

る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
る
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

る
の
か
。
そ
れ
は
、
エ
ア
コ
ン
の

使
い
過
ぎ
や
、
二
酸
化
炭
素
の
大

量
排
出
が
原
因
で
あ
る
。
エ
ア
コ

ン
の
場
合
は
、
エ
ア
コ
ン
の
フ
ァ

犀川中学校　３年
花田　光司さん
佳作を受賞
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美
し
い
地
球　

　

環
境
問
題
。
そ
れ
は
、
今
、
世

界
中
で
最
も
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
私
は
、
人
間
の
欲

の
為
に
動
物
が
被
害
を
受
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
確
か
だ
と
思

う
。

　

そ
の
一
つ
に
、
家
を
作
る
為
に

木
を
切
る
と
す
る
。
す
る
と
、
森

林
に
住
ん
で
い
る
動
物
は
住
む
と

こ
ろ
が
な
く
な
っ
た
り
、
食
べ
る

物
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
。
そ
う

な
る
と
、
動
物
は
困
っ
て
食
べ
物

を
求
め
、
人
家
に
や
っ
て
く
る
。

そ
の
動
物
が
、
家
の
中
に
入
っ
て

家
を
荒
ら
し
た
り
、
子
供
や
お
年

寄
り
を
傷
付
け
た
り
、
畑
の
作
物

を
荒
ら
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
人
が

被
害
を
受
け
る
。

　

そ
し
て
、
被
害
届
け
を
出
し
、

保
健
所
の
人
が
そ
の
動
物
を
捕
獲

す
る
。運
が
良
け
れ
ば
助
か
る
が
、

運
が
悪
け
れ
ば
殺
さ
れ
る
。

　

ま
る
で
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
。
自
分

の
欲
の
為
に
や
っ
た
こ
と
は
、
い

ず
れ
自
分
に
返
っ
て
く
る
は
ず
。

そ
う
な
ら
な
い
為
に
私
は
、
ポ
イ

捨
て
を
し
な
い
、
物
を
大
切
に
使

う
、リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
る
な
ど
、

初
歩
的
な
こ
と
か
ら
初
め
よ
う
と

思
う
。

　

も
う
一
つ
に
、
こ
れ
は
心
当
た

り
の
あ
る
人
が
い
る
と
思
う
が
、

道
路
に
コ
ン
ビ
ニ
の
食
べ
残
し
た

お
弁
当
、
た
ば
こ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
捨

て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
決
し

て
美
し
い
光
景
で
は
な
い
。
勝
山

中
学
校
で
は
、
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

タ
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
活
動
を
通
し
て
、
私
は
、

日
頃
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
を
、

改
め
て
気
付
く
こ
と
が
出
来
た
。

だ
か
ら
今
年
は
、
昨
年
よ
り
も
、

も
っ
と
積
極
的
に
参
加
し
た
い
。

　

今
、
世
界
中
で
最
も
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
。
そ

れ
は
、
今
生
き
て
い
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
身
近
で
、
大
き
な
問
題

だ
。
将
来
、
今
よ
り
も
便
利
な
も

の
が
、
た
く
さ
ん
開
発
さ
れ
て
い

く
は
ず
。
で
も
、
ど
う
か
地
球
に

優
し
く
、
人
に
優
し
く
、
動
物
に

優
し
い
、
そ
ん
な
も
の
が
開
発
さ

れ
る
こ
と
を
私
は
、願
っ
て
い
る
。

　

絶
滅
寸
前
の
動
物
や
、
今
現
在

私
達
に
牙
を
向
け
て
い
る
動
物
達

と
人
間
が
、
仲
良
く
暮
ら
せ
る
。

そ
ん
な
美
し
い
地
球
を
目
指
し
た

い
。

勝山中学校　３年
秋永　祥代さん
佳作を受賞

う
。

　

地
球
温
暖
化
、
ゴ
ミ
問
題
、
オ

ゾ
ン
層
の
破
壊
。
今
こ
の
地
球
が

か
か
え
て
い
る
深
刻
な
環
境
問

題
。
そ
の
発
生
原
因
は
、
我
々
人

間
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
ま
ま

破
滅
の
道
を
歩
ん
で
し
ま
う
の

か
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
今

は
ご
く
少
数
で
は
あ
る
が
、
環
境

問
題
に
取
り
組
む
団
体
や
人
達
が

い
る
。
環
境
問
題
を
な
く
し
て
い

く
に
は
、
一
人
一
人
が
そ
の
こ
と

に
、
注
意
し
な
が
ら
生
活
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
こ

の
美
し
い
地
球
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。
世
界
中
の
人
々
と
協

力
し
、
こ
の
美
し
い
地
球
を
守
っ

て
い
こ
う
。

『豊津寺子屋』有志指導者募集（推薦のお願い）

　豊津地区では、すでに国に先行した「豊津寺子屋」事業を実施し、青少年の健全育成、子育て支援、
地域教育力の活性化、男女共同参画の促進など多面的な視点から旧豊津町内の全小学校を拠点として取
り組んで参りました。寺子屋プログラムは、参加児童の変容が著しく、保護者の積極的なご支持をいた
だくに留まらず、広く中国・九州各地から視察のかたがたをお迎えするようになりました。
　平成 19 年度も事業の継続と拡大を計画いたしております。　　　
　つきましては、町民各層から小学生の「見守り」と「指導」をお願いできる「有志指導者」をご推薦
いただきたくお願い申し上げます。
「有志指導者」とは？
・みやこ町にお住まいかあるいはご勤務のかたで、地域の子どもたちのために自分の “腕を貸そう” と
いうボランティアの志のあるかたです／子どもたちのために放課後、休日などに、スポーツ、芸術、趣
味など、それぞれが得意分野の活動の指導をお願いできるかたです／「寺子屋」の考え方に賛同し、子
どもたちの遊び、宿題の自学自習や安全に配慮して見守っていただけるかたがたです。この場合、ご本
人の特技や指導能力の有無は問いません。
／子どもたちの指導を通して、地域の交流
を促進し、仲間のネットワークを大切にす
るかたがたです。／みやこ町の住民または
みやこ町に勤務するかたの推薦を受け、所
定の「有志指導者養成講座」を受講された
かたです。
活動場所　みやこ町が指定する学校及び生
涯学習施設
活動内容
　これまでご参加いただいている指導者の
領域は次のとおりです。特にご指導の経験
がなくても、初めは、子どもたちの「見守り」
をお願いできれば、十分です。子どもの活
動支援のお気持ちがあればどなたでもご参
加いただけます。指導者の発掘はみなさん
からの「推薦制」をとっておりますのでみ
なさんの周りにこのかたと思われる候補者
がおられましたら、是非ともご推薦をお願
いします。
・学習支援、宿題サポート（宿題支援、ドリル、調べもの、図書館の使い方など）、読み聞かせ・読書指導、
　漢字練習、昔遊び、折り紙、将棋・囲碁など
・スポーツ、レクリエーション（ドッチボール、バレー、バスケット、ドッチビー、カローリング、アジャ
　タ、キャンプ、釣り、ウォークラリー、探険など）
・日常生活・伝承文化（染め物、わら細工、竹細工、木工、手芸、料理、花づくりなど）
・稽古ごと・教養（詩歌、俳句、文章指導、パソコン、英会話、音楽、絵画、書道など）
・安全の見守り
指導内容、指導方法、会場、寺子屋の運営、費用弁償、保険、保護者への説明会など
　「豊津寺子屋有志指導者養成講座」の際に詳しくご説明します。
　　注：養成講座は 3 月 19 日㈪ 19 時～　豊津公民館（予定）
　推薦期日　2 月 20 日㈫まで
　推薦・お問い合わせ先　「寺子屋」実行委員会事務局（役場豊津支所福祉課）

平
成
19
年
度
「
豊
津
寺
子
屋
」
有
志
指
導
者
の
募
集
に
つ
い
て

広報みやこ　2 月号  2829　広報みやこ　2 月号



INFOMATION

行政相談日程表

犀
川
地
域
（
毎
月
第
３
金
曜
日
）

日
時   

2
月
16
日
㈮
13
時
30
分
～
16
時
ま
で

場
所  

本
庄
地
区
学
習
等
供
用
施
設

勝
山
地
域
（
毎
月
第
３
月
曜
日
）

日
時　

２
月
19
日
㈪
13
時
～
15
時
ま
で

場
所　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

豊
津
地
域

日
時　

2
月
14
日
㈬
13
時
30
分
～
16
時
ま
で

場
所　

豊
津
隣
保
館 

　

児
童
虐
待
防
止
講
演
会

■
田
川
児
童
相
談
所
■　

日
時　

２
月
17
日
㈯

　
　
　

13
時
30
分
～

テ
ー
マ　

「
家
庭
裁
判
所
の

現
場
か
ら
～
児
童
虐
待
と
少

年
非
行
へ
の
取
り
組
み
」

講
師　

福
岡
家
庭
裁
判
所
飯

塚
支
部　

主
任
家
庭
裁
判
所

調
査
官　

村
井
俊
一
さ
ん

場
所　

福
岡
県
立
大
学

大
講
義
室

対
象　

一
般
の
か
た
も
自
由

に
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費　

無
料

お
問
い
合
わ
せ
先　

田
川
児
童
相
談
所
総
務
企
画
課

☎
０
９
４
７
・
４
２
・
０
４
９
９

　

BP
勝
山
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー

■
ボ
ー
ト
ピ
ア
勝
山
■　

　

3
月
10
日
か
ら
13
日
の
4

日
間
、
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

10
日
㈯
「
お
母
ち
ゃ
ん
あ
り

が
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
ほ

か
、
ス
テ
キ
な
景
品
を
進
呈

11
日
㈰
ぶ
た
汁
引
換
金(

ぶ

た
汁
＋
お
に
ぎ
り)
を
先
着

５
０
０
人
に
進
呈

「
競
艇
女
子
選
手
サ
イ
ン

会
」、「
や
き
と
り
・
焼
肉
の

屋
台
」、「
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

(

子
ど
も
の
み)

」

12
日
㈪
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
の

プ
レ
ゼ
ン
ト(

先
着
６
０
０
人)

13
日
㈫
ス
ピ
ー
ド
く
じ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト(

先
着
５
０
０
名)

景
品
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

ボ
ー
ト
ピ
ア
勝
山

☎
３
２
・
４
９
８
８

平成 19年度放課後
児童クラブ入所児童募集

　平成 19 年度の放課後児童クラブの
入所申請を受け付けします
受け付け期間
　２月 13 日㈫～３月９日㈮まで
　　（土曜、日曜を除く）
受け付け場所
　本庁福祉課・犀川支所福祉課及び各児童クラブ
入所基準　放課後帰宅しても児童だけになる家庭の
　　　　　小学校１年生から３年生までの児童

町内の児童クラブ一覧

児童クラブ名
（住所）

月～金曜日まで
電話番号

土曜日
勝山児童クラブ
（勝山大久保）

放課後～ 19時まで
☎ 32・47757 時 30 分～ 19時まで

のぞみ保育園児童クラブ
（犀川本庄）

放課後～ 18時まで
☎ 42・12128 時 30 分～ 18時まで

飛龍保育園児童クラブ
（犀川大熊）

放課後～ 18時まで ☎ 42・2611
8 時 30 分～ 18時まで

城井保育園児童クラブ
（犀川木井馬場）

放課後～ 18時まで ☎ 42・0223
8 時 30 分～ 18時まで

のびのび幼稚園児童クラブ
（犀川本庄）

放課後～ 18時まで ☎ 42・0409
8 時 30 分～ 18時まで

＊日、祝日、8 月 13 日～ 8 月 15 日まで、12 月 29 日～
１月３日までは休館です。
お問い合わせ先　福祉課 福祉係

　

み
や
こ
町
児
童
育
成
手
当

■
福
祉
課
■　

　

み
や
こ
町
で
は
、
次
の
条

件
を
満
た
す
家
庭
に
『
み
や

こ
町
児
童
育
成
手
当
』
を
支

給
し
ま
す
。

対
象　

①
み
や
こ
町
内
に
引

き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
世
帯　

②
第
１
子
が
15
歳
到
達
後
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
に
あ

り
、
４
人
目
か
ら
の
出
生
児

童
　

対
象
の
世
帯
に
は
2
月
中

に
申
請
書
を
お
送
り
し
、
3

月
中
旬
か
ら
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

　

3
月
に
入
っ
て
も
、
申
請

書
が
届
か
な
い
対
象
世
帯
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
ま
た
は
各
支
所
福
祉
課

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

■
福
祉
課
■　

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
納
付
書
で
支
払
う

方
法
の
他
、
金
融
機
関
の
口

座
か
ら
引
き
落
と
し
て
納
め

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
し
て
お
く
と
、

納
め
忘
れ
の
防
止
に
も
な
り

ま
す
し
、
毎
月
金
融
機
関
に

出
向
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
は
翌
月
の

末
日
が
納
期
限
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
当
月
の
末
日
に
引

き
落
と
す
こ
と
で
、
割
引
に

な
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
社
会
保
険
事

務
所
で
行
う
他
（
郵
送
可
）、

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関

で
も
で
き
ま
す
。
申
請
書
は

福
祉
課
の
窓
口
に
も
あ
り
ま

す
の
で
、
必
要
な
か
た
は
取

り
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
物

①
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る

物
（
年
金
手
帳
な
ど
）

②
金
融
機
関
の
お
届
け
印

お
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
ま
た
は
各
支
所
福
祉
課

お
問
い
合
わ
せ
先人

権
政
策
課

　

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

■
企
画
調
整
課
■　

　

み
や
こ
町
の
男
女
共
同
参

画
社
会
実
現
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

3
月
3
日
㈯
10
時
～

場
所　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

大
ホ
ー
ル

演
題

　

「
母
が
い
な
く
て
寂
し
が
る

父
、
父
が
い
な
く
て
喜
ぶ
母
」

講
師　

三
浦
清
一
郎
さ
ん

お
問
い
合
わ
せ
先企

画
調
整
課

　

第
37
回
京
都
行
橋
解
放
学
級

経
験
交
流
会

■
生
涯
学
習
課
■　

日
時　

２
月
18
日
㈰

９
時
～
12
時
30
分
ま
で

場
所　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

お
問
い
合
わ
せ
先生

涯
学
習
課

　

職
員
採
用
試
験

■
京
都
森
林
組
合
■　

募
集
人
員　

3
人
程
度

受
け
付
け
期
間　

２
月
１
日

㈭
～
２
月
16
日
㈮
ま
で

受
験
資
格　

昭
和
42
年
４
月

2
日
～
平
成
元
年
4
月
1
日

の
間
に
生
ま
れ
た
者

提
出
書
類　

履
歴
書
（
郵
送

ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
）

試
験
日
時　

第
1
次
試
験(

教
養
・
作

文)

：
2
月
25
日
㈰

第
2
次
試
験
（
面
接
）
：

3
月
4
日
㈰

お
問
い
合
わ
せ
先　

京
都
森
林
組
合

☎
４
２
・
０
０
３
７

　

の
び
の
び
教
室

■
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
■　

日
時　
　

１
回
目　

２
月
21
日
㈬

２
回
目　

３
月
14
日
㈬

10
時
～
12
時
ま
で

場
所　

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

対
象
者　

ダ
ウ
ン
症
の
乳
幼

児
（
就
学
前
）
を
育
児
中
の

保
護
者

内
容　

１
回
目
「
福
祉
制
度

な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
」
及

び
「
交
流
会
」
／
２
回
目
交

流
会
「
い
っ
ぱ
い
話
そ
う
」

締
め
切
り　

２
月
19
日
㈪

お
問
い
合
わ
せ
先　

京
築
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
福

祉
課
高
齢
者
・
児
童
家
庭
係

☎
２
３
・
２
９
７
０

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

特
設
人
権
相
談

■
人
権
政
策
課
■　

　

法
務
局
と
行
橋
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
で
は
、「
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人
権

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣

近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
学
校

や
職
場
に
お
け
る
い
じ
め
、

差
別
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご

と
何
で
も
結
構
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
の
で
、
ご
心

配
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
14
日
㈬

13
時
30
分
～
16
時
ま
で

場
所　

豊
津
隣
保
館

相
談
員　

行
橋
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
所
属
の
人
権
擁
護
委

員

広報みやこ　2 月号  3031　広報みやこ　2 月号

みやこ町総合観光案内所

☎ 33-5771

お雛さまと布あそび二人展　    

         2/12 まで

         山下喜代子さん（代表）

ハガキ絵と色紙展

　　　2/14 ～ 2/25 まで

　　　上田則文さん

皮工芸展

　　　 2/27 ～ 3/11 まで

　　　山田ユキさん

ギャラリー案内

総務課・議会事務局・企画調整課

財政課・人権政策課・監査事務局

　　　　　　　　　　→ 32-2511

税務課・住民課・福祉課

　　　　　　　　　　→ 32-2510

建設課・産業振興課・農業委員会

　　　　　　　　　　→ 32-2512

会計課　　　　　　   → 32-2517

伊良原ダム対策課　   → 42-0001

上下水道課　　　　   → 33-3113

サン・グレートみやこ・生涯学習課

　　　　　　　　　   → 32-5535

教務課　　　　　　　→ 32-5540

教育相談電話　　　　→ 32-5525

ゆいの郷・健康づくり課

                              → 32-6020

介護保険課　　　　   → 32-8032

犀川支所　　　　　   → 42-0001

豊津支所　　　　　   → 33-3111

伊良原出張所　　　   → 43-5111

城井出張所　　　　   → 42-0121

すどりの里　　　　   → 33-5550

いこいの里　　　　   → 42-1000

歴史民俗博物館　　   → 33-4666

み
や
こ
町
の
電
話
帳



INFOMATION More

２月行事カレンダー
平成 18 年度スローガン

ウエストのサイズダウンで健康アップ

２月１日から２月７日までは

「生活習慣病予防週間」です。

１日　子育て支援センター・豆まき会

（ゆいの郷）  

７日　子育て支援センター・リズム遊び

（すどりの里）

９日　BCG 予防接種

（犀川保健相談センター）

10 日　新北九州空港イベント

（新北九州空港２階出発ロビー）

　　　公民館まつり in こどもフェスタ

（中央公民館（犀川））

11 日　京築地域活性化構想

シンポジウム （スカイホテル苅田）

13 日　おやつ教室

（サン・グレートみやこ）

14 日　特設人権相談（豊津隣保館）

15 日　乳児健診（ゆいの郷）

16 日　乳児健診（犀川保健相談センター）

20 日　母乳育児教室（ゆいの郷） 

22 日　こころの健康相談

（犀川保健相談センター）

23 日　乳児健診（すどりの里）

25 日　三重塔まつり

　　　　（豊前国分寺跡公園）

28 日

国民健康保険税第 8 期納期

介護保険料（普通徴収）第 8 期納期

３月

１日　1 歳半・3 歳児健診（ゆいの郷）

２日　献血（犀川保健相談センター）

３日　男女共同参画セミナー

　　　（サン・グレートみやこ）

６日　献血（サン・グレートみやこ）

　

築
城
基
地
モ
ニ
タ
ー
募
集

■
航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
■　

　

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
で

は
、
基
地
諸
施
策
の
改
善
及

び
向
上
の
た
め
、「
平
成
19
年

度
築
城
基
地
モ
ニ
タ
ー
」
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

10
人

依
頼
期
間　

４
月
１
日
～
平
成

20
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

応
募
資
格　

①
築
城
基
地
周

辺
市
町
村
の
在
住
者
で
自
衛

隊
及
び
防
衛
問
題
に
関
心
が

あ
り
、
公
平
で
建
設
的
な
意

見
の
出
来
る
か
た
。

②
次
の
職
に
該
当
し
な
い
者

ア
国
会
議
員
及
び
地
方
公
共

団
体
の
議
員
イ
常
勤
の
国
家

公
務
員
及
び
地
方
公
務
員

(1)
基
地
行
事
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

(2)
過
去
に
基
地
モ
ニ
タ
ー
を

経
験
さ
れ
て
い
な
い
か
た

(3)
　

18
歳
以
上
の
か
た

モ
ニ
タ
ー
に
お
願
い
す
る
事
項

①
築
城
基
地
行
事
な
ど
へ
の

参
加
②
基
地
モ
ニ
タ
ー
会
議

へ
の
出
席
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
協
力
③
自
衛
隊
及
び
築

城
基
地
の
施
策
に
対
す
る
意

見
、
要
望
な
ど
の
提
出

募
集
方
法　

は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

2
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮
ま
で

(

当
日
消
印
有
効)

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
２
９
・
０
１
５
１

築
上
郡
築
上
町
西
八
田

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
第
8

　

優
良
運
転
者
表
彰

■
行
橋
交
通
安
全
協
会
■　

対
象　

過
去
に
優
良
運
転
者

表
彰
の
受
賞
歴
が
な
く
、
現

に
車
を
運
転
し
、
５
年
以
上

無
事
故
、
無
違
反
を
継
続
し
、

他
の
運
転
者
の
模
範
と
な
っ

て
い
る
交
通
安
全
協
会
員

受
け
付
け
期
間　

２
月
１
日

㈭
～
２
月
28
日
㈬
ま
で

受
け
付
け
場
所　

行
橋
交
通

安
全
協
会
（
表
彰
は
春
の
交

通
安
全
運
動
の
際
に
行
う
予

定
）

申
し
込
み
に
必
要
な
物　

①
運
転
免
許
証
②
交
通
安
全

協
会
会
員
証
③
無
事
故
・
無

違
反
照
会
料
７
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ
先

行
橋
交
通
安
全
協
会

☎
２
２
・
７
０
０
０

航
空
団
司
令
部
監
理
部
基
地

渉
外
室
広
報
班

☎
５
６
・
１
１
５
０

　

韓
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

■
美
夜
古
青
年
会
議
所
■　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

　

大
韓
民
国
・
金
梅
市

対
象　

行
橋
市
・
京
都
郡
小

学
校
新
４
・
５
・
６
年
生
児
童

日
程　

３
月
31
日
㈯
～
４
月
２

日
㈪
ま
で

募
集
人
員　

50
人

募
集
期
間　

２
月
９
日
㈮
必
着

お
問
い
合
わ
せ
先

美
夜
古
青
年
会
議
所

☎
２
２
・
９
３
５
１

　

bj
リ
ー
グ
シ
ー
ズ
ン
ゲ
ー
ム

■
豊
前
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
■　

　

「
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
感

～沿線住民のみなさんへ～

　平成筑豊鉄道からのお知ら

せです。鉄道設備の異常を発

見したら通報をお願いしま

す。

　先日、田川線で通信ケーブ

ルを切断の上、持ち去られる

という事件がありました。

この影響で、列車 14 本が運

休し、大勢のお客さんが迷惑

しました。

線路沿線には、通信ケーブル

をはじめ、踏み切りを制御す

るケーブルや高圧の電源ケー

ブルもあります。

大変危険です！

感電事故、列車との触車事故

事故を誘発します

踏み切りが開かない、踏み切

りが閉まらないなど

鉄道設備の異常、または駅や

線路内に立ち入っている不審

者を発見したら下の連絡先に

ご連絡ください。

平成筑豊鉄道金田駅

☎ 0947・22・1000
（または22・0048）まで

　

海
技
免
許
の
更
新
講
習
開
催

■
関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー
■　

日
時　

２
月
17
日
㈯　

９
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
で

10
時
講
習
開
始
で
す
。

受
講
に
は
電
話
予
約
が
必
要

で
す
。

場
所  

サ
ン
ワ
ー
ク
ゆ
く
は
し

持
参
す
る
物　

①
海
技
免
許

②
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
１
通

③
写
真
2
枚
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5

㎝
）
パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ

費
用　

小
型
免
許
更
新
講
習　
　
　

８
１
０
０
円

小
型
免
許
失
効
再
交
付
講
習

１
３
９
９
０
円

※
大
型
免
許
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
時
間
、
費
用
な
ど
が

異
な
り
ま
す
の
で
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
２
・
６
６
・
４
０
２
９

　
　
　
　
　
　

　

平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

■
平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

実
行
委
員
会
■　

　

幼
児
（
５
歳
以
上
）
や
大

人
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
参
加

者
の
体
力
に
合
わ
せ
た
コ
ー

ス
が
設
定
さ
れ
、
ど
な
た
で

も
楽
し
め
ま
す
。

日
時　

3
月
25
日
㈰
10
時
～

12
時
30
分
ま
で
（
荒
天
中
止
）

場
所　

小
倉
南
区
「
平
尾
台

自
然
の
郷
」
と
そ
の
周
辺
特

設
コ
ー
ス

募
集
期
間 

2
月
16
日
㈮
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先　

平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
３
・
９
５
１
・
４
１
１
１

　

利
用
者
募
集

　

■
福
岡
県
身
体
障
害
者　
　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
■　

　

脳
卒
中
や
事
故
な
ど
の
後

遺
症
で
障
害
が
残
っ
た
か
た

を
対
象
に
、
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
言
語
療
法
士

な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
機

能
回
復
訓
練
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
入
所
と
通
所
利
用
が

あ
り
、
入
所
の
場
合
は
お
お

む
ね
2
年
間
の
訓
練
が
可
能

で
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の

サ
ー
ビ
ス
を
使
い
、
ご
利
用

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
２
・
９
４
４
・
１
０
４
１

　

高
次
脳
機
能

障
が
い
者
へ
の
支
援

　

■
福
岡
県
身
体
障
害
者　
　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
■　

　

交
通
事
故
や
脳
卒
中
な
ど

の
後
遺
症
で
、
記
憶
力
や
注

意
力
の
低
下
、
性
格
変
化
な

ど
の
高
次
脳
機
能
障
害
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
県
か
ら
高

次
脳
機
能
障
害
支
援
事
業
を

委
託
さ
れ
、
高
次
脳
機
能
障

が
い
者
へ
の
支
援
を
開
始
し

ま
し
た
。
家
族
支
援
相
談
会

の
開
催
、
ま
た
専
門
相
談
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
開
設
い
た
し
ま

し
た
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

専
門
相
談
先

☎
０
９
２
・
９
４
４
・
２
０
１
１

　

訓
練
受
講
生
の
作
品
発
表

■
豊
前
地
区
職
業
訓
練
協
会
■　

　

講
座
の
受
講
生
の
作
品
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

2
月
24
日
㈯
9
時
～
17
時
ま
で

　
　

25
日
㈰
9
時
～
15
時
ま
で

場
所　

豊
前
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
豊
前
教
室
／
行
橋

教
室

作
品
内
容

①
豊
前
教
室　

彫
刻
、
表
装
、

木
工
工
芸
、
織
物
、
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
、
簡
単
洋
裁

②
行
橋
教
室　

華
道
、
書
道

洋
裁
リ
フ
ォ
ー
ム
、
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
は
が
き
絵

お
問
い
合
わ
せ
先　

豊
前
地
区
職
業
訓
練
協
会

☎
０
９
７
９
・
８
２
・
１
５
１
１

広報みやこ　2 月号  3233　広報みやこ　2 月号

動
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
醍

醐
味
を
身
近
で
感
じ
て
も
ら

い
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

昨
年
bj
リ
ー
グ
の
プ
レ
シ
ー

ズ
ン
ゲ
ー
ム
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
予
想
を
上
回
る
観
客

数
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
以

上
に
白
熱
す
る
bj
リ
ー
グ
公

式
戦
「
大
分
ヒ
ー
ト
デ
ビ
ル

ズ　

対　

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
BB
」
戦
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

３
月
３
日
㈯
、
４
日
㈰

場
所　

豊
前
市
民
体
育
館

入
場
料　

コ
ー
ト
サ
イ
ド　

５
０
０
０
円　

大
人　

２
５
０
０

円　

高
校
生　

１
５
０
０
円　

小
・
中
学
生　

１
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店

　

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

お
問
い
合
わ
せ
先

　

豊
前
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
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【図書館】
図書館の利用は無料です。

Library
【図書館】図書館の利用は無料です。

中央図書館☎ 33・1040　　犀川図書館☎ 42・3330　　勝山図書館☎ 32・3455

新着図書案内　

書館に新しく入った本の一部を紹介します。貸出中
の場合は予約できます。

＜一般書＞

文芸書
『水のなかの蛍』　池永陽　集英社／『天使の眠り』　岸田
るり子　徳間書店／『すべての愛について』　浅田次郎　
河出書房新社／『エスケイプ／アブセント』　絲山秋子　
新潮社／『天国は待ってくれる』　岡田惠和　幻冬社／『鬼
仙』　南條竹則　中央公論新社／『戦国馬飼物語』もりた
なるお　新人物往来社

その他
『パソコンのお悩み、ひょいと解決！』　青木美詠子　技
術評論社／『ことばの遅れのすべてがわかる本』　中川信
子　講談社／『昔ながらの暮らしの知恵』　マガジンハウス

＜児童書＞

『12 歳の大人計画』　松尾スズキ　文藝春秋／『絵で見る
ある港の歴史』　アン・ミラード　さ・え・ら書房／『極
地からわかる地球のひみつ』　鳥飼新市　旺文社／『この
庭に』　梨木果歩　理論社／『ピトゥスの動物園』　サバ
スティア・スリバス　あすなろ書房

図書の寄贈ありがとうございました。（敬称略）

沖永修一郎／小野佳美／医療法人健身会／株式会社ジョ
イフル／近畿大学産業理工学部／株式会社現代書林／財
団法人製粉振興会／財団法人大同生命国際文化基金／北
九州市立中央図書館／福岡県議会事務局／福岡県立社会
教育総合センター

2 月・3月の休館日
２月 5 日 /11 日 /12 日 /19 日 /26 日 /28 日
 3 月 1 日～ 31 日全館休館

今月の催し
＜土曜日のおはなし会＞　4才くらいから
中央図書館　毎週土曜日14時 30分から
2月24日㈯は「おひさまの会」によるおはなし会

犀川図書館　2 月 10 日㈯、2 月 24 日㈯ 14 時から
2 月 10 日㈯は「きのこの子」によるおはなし会

勝山図書館　毎週土曜日14時 30分から
2月24日㈯は「もこもこ」によるおはなし会

＜ひよこのおはなし会＞　１～ 3才くらい
勝山図書館　2月2日㈮、2月16日㈮
　　　　　　　　　　　　10時 30分から

＜映画会＞

中央図書館視聴覚室 14 時から
2 月 25 日㈰「チャーリーとチョコレート工場」

（115 分）
2005 年製作　出演：ジョニー・デップ

図書館の利用カードが新しくなります
しいカードは、みやこ町にある３つの図
書館共通のカードです。１枚のカードで
３館ともご利用いただけます。

現在お持ちのカードは移行手続きが必要です。
各図書館で受け付けます。窓口の混雑が予想され
ますので、お早めの手続きにご協力ください。
　なお、新カードのお引渡しは４月からとなりま
す。

電算システム統合にともなう
臨時休館のお知らせ

書館のコンピュータシステム統合作
業のため休館させていただきます。
2 月 28 日㈬～ 3 月 31 日㈯全館休館

みなさまには、大変ご迷惑をお掛けしますが、
何卒ご協力お願いします。

※休館日の 2 週間前から貸し出し上限が 20
冊となりますので、ご利用ください。

新

図

図

工事関係
入札日　平成 18年 12月 20日

件　　　　名 工　事　場　所 落札額（円） 落札業者名　　
起工１号　農地災害復旧工事（阿部地区） みやこ町犀川鐙畑 3,800,000 行徳建設
起工１号　頭首工災害復旧工事（川原地区） みやこ町犀川上伊良原 4,150,000 有限会社新井組
起工１号　水路改良工事（上黒田２地区） みやこ町勝山黒田 1,673,000 有限会社北山建設
起工２号　水路災害復旧工事（龍毛地区） みやこ町犀川横瀬 2,250,000 富永興業有限会社
起工２号　水路改良工事（上久保地区） みやこ町勝山大久保 3,220,000 有限会社浦田組
起工２号　水路災害復旧工事（御所地区） みやこ町勝山大久保 1,370,000 上田建設
起工３号　頭首工災害復旧工事（栗屋地区） みやこ町犀川大熊 3,100,000 平田組
起工３号　水路災害復旧工事（宅宮地区） みやこ町犀川喜多良 2,130,000 木下組
起工４号　頭首工災害復旧工事（木井地区） みやこ町犀川木井馬場 1,700,000 株式会社田辺建設
河川災害復旧工事（211 号峠川） みやこ町犀川喜多良 1,330,000 原田建設
河川災害復旧工事（212 号峠川） みやこ町犀川喜多良 4,600,000 吉村組
河川災害復旧工事（213 号喜多良川） みやこ町犀川鐙畑 2,700,000 中原組
河川災害復旧工事（214 号喜多良川） みやこ町犀川鐙畑 1,140,000 行徳建設
河川災害復旧工事（215 号喜多良川） みやこ町犀川鐙畑 3,100,000 行徳建設
河川災害復旧工事（216 号喜多良川） みやこ町犀川鐙畑 3,480,000 吉村組
河川災害復旧工事（218 号龍毛川） みやこ町犀川横瀬 7,300,000 株式会社正栄
河川災害復旧工事（219 号竹ノ畑川） みやこ町犀川下伊良原 950,000 ミヤコ工業
河川災害復旧工事（221 号釜之河内川） みやこ町犀川下伊良原 2,450,000 株式会社田辺建設
河川災害復旧工事（222 号釜之河内川） みやこ町犀川下伊良原 1,228,000 有限会社京和軌道
河川災害復旧工事（223 号原川） みやこ町犀川下伊良原 1,150,000 山崎建設
道路災害復旧工事（224 号井堀～峠線） みやこ町犀川喜多良 1,380,000 秀泉設備工業

入札日　平成 18 年 12 月 26 日
件　　　　名 工　事　場　所 落札額（円） 落札業者名　　

起工４号　農地災害復旧工事（安藤地区） みやこ町犀川鐙畑　　 670,000 岡田設備
起工５号　農地災害復旧工事（神丸地区） みやこ町犀川扇谷　　 740,000 ミヤコ工業
起工５号　農地災害復旧工事（峠地区） みやこ町犀川喜多良 1,020,000 中原工務店
起工６号　道路災害復旧工事（下田地区） みやこ町犀川大村 720,000 末廣
起工６号　農地災害復旧工事（緒方２地区） みやこ町犀川上伊良原 640,000 有限会社京和軌道
起工７号　農地災害復旧工事（猿田地区） みやこ町犀川上伊良原 470,000 山崎建設　
起工７号　水路災害復旧工事（松原地区） みやこ町勝山松田 750,000 堀川建設
起工８号　水路災害復旧工事（角ヶ岳地区） みやこ町犀川鐙畑 950,000 高瀬建設
起工９号　水路災害復旧工事（柚ノ木地区） みやこ町犀川鐙畑 780,000 高瀬建設
起工９号　水路災害復旧工事（茅田地区） みやこ町犀川喜多良 650,000 山崎建設
起工１０号　頭首工災害復旧工事（末松地区） みやこ町犀川上高屋 630,000 岡田設備
起工１１号　頭首工災害復旧工事（元木地区） みやこ町犀川上高屋 560,000 岡田設備
起工１２号　水路災害復旧工事（釜之河内地区） みやこ町犀川下伊良原 531,000 株式会社豊建設
起工１３号　水路災害復旧工事（西の塚２地区） みやこ町犀川下伊良原 805,000 富永興業有限会社
起工１４号　農地災害復旧工事（長野地区） みやこ町犀川下伊良原 800,000 ミヤコ工業　
河川災害復旧工事（217 号喜多良川） みやこ町犀川鐙畑 12,100,000 吉村組
犀川小学校西側通路復旧工事 犀川小学校　 3,150,000 有限会社清和産業
長養団地内線道路改良舗装工事（１工区） みやこ町国作地内 12,800,000 株式会社城戸石材加工所
長養団地内線道路改良舗装工事（２工区） みやこ町国作地内 4,000,000 有限会社西座建設
田中中新地・為山線道路改良舗装工事（１工区） みやこ町田中地内 11,900,000 東秀建設
田中中新地・為山線道路改良舗装工事（２工区） みやこ町田中地内 13,818,000 柴村建設　

入札日　平成 18 年 12 月 28 日
件　　　　名 工　事　場　所 落札額（円） 落札業者名

町道前田・五反田線　道路改良工事 みやこ町犀川末江地内 20,000,000 中野建設工業

測量・コンサル関係
入札日　平成 18 年 12 月 28 日

件　　　　名 業　務　場　所 落札額（円） 落札業者名
黒田 305 号線測量設計業務 みやこ町勝山箕田 1,350,000 有限会社国土測研
徳政・神社線道路改良舗装工事測量設計業務 みやこ町徳政 4,200,000 有限会社中村測量設計事務所
蓮田・豊田線道路改良舗装工事測量設計業務 みやこ町徳永 1,550,000 株式会社北斗綜合設計
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みやこ町農業委員会委員一般選挙

　期日前投票所の場所

住所の別 期日前投票所
旧犀川町にお住まいのかた みやこ町役場犀川支所　２階　会議室
旧勝山町にお住まいのかた みやこ町役場本庁　３階　大会議室
旧豊津町にお住まいのかた みやこ町豊津公民館（支所横）ホール

投票日は２月 25 日㈰です。
投票時間は７時から 19 時まで　
この選挙に投票ができるかた
◎当該農業委員会の区域内に住所を有しているかた
◎満 20 歳以上のかた（昭和 61 年４月１日までに生まれ
たかた）
◎ 10 アール以上の農地につき耕作の業務を営む者または
その者の同居の親族またはその配偶者
以上の要件を満たし、平成 18 年１月１日を基準日として
平成 18 年 3 月 31 日に確定した農業委員会委員選挙人名
簿に登録されているかたです。

期日前投票ができます
（お願い　投票所へは入場券をご持参ください）
期間　２月 21 日㈬～２月 24 日㈯まで
時間　８時 30 分～ 20 時まで
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↓山頂で障子ヶ岳初日ノ出を見る会会長の梅本正さんがあ
いさつをしました
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　11,000 人　　12,311 人　計　23,311 人　世帯数　8,623 戸　（12 月末現在の住民基本台帳人口から）




